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災害から学ぶ　～平成30年７月豪雨～
　平成30年６月28日㈭から７月８日㈰にかけて、北海道や東海地方、西日本
などで長期間にわたって降り続いた非常に強い雨により、各地で河川の氾濫
や浸水、土砂災害などが発生し、甚大な被害をもたらしました。
　発生から１カ月が経過した８月７日時点においても、断水が続いていたり、
家屋が流されてしまったことなどにより、避難所での生活を余儀なくされて
いる方が多く、復旧までに長い時間がかかると予想されています。
　気象庁は、この原因となった大雨を『平成30年７月豪雨』と名付けました。
　登別市は、北海道内においても比較的雨量の多い地域であり、これまでも
数多くの水害などが発生しています。
　長い年月をかけて実施してきた治水事業により、近年においては大規模な
水害は発生していないものの、市内において大雨が降り続くことで、川の氾
濫や土砂災害などが発生する可能性があります。
　『平成30年７月豪雨』などを教訓にしながら、私たち一人ひとりが大雨に
備えなければなりません。

①小田川の堤防が決壊し、多数の家
屋などが浸水した岡山県倉

くら

敷
しき

市
し

真
ま

備
び

町
ちょう

（７月８日15時ごろ）②小田川付
近では、いくつもの堤防が決壊した
（写真は末政川）③土砂が堆積した
岡山県高

たか

梁
はし

市
し

落
おち

合
あい

町
ちょう

近
ちか

似
のり

④土石流に
より住家の軒下まで埋没した広島県
呉
くれ

市
し

天
てん

応
のう

⑤土砂により埋没した車
（広島県広島市東区馬

うま

木
き

）
※�①～⑤の写真は国土交通省中国地
方整備局からの提供。

②③

①

④

⑤
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１時間降水量 14地点
３時間降水量 16地点
６時間降水量 31地点
12時間降水量 48地点
24時間降水量 76地点
48時間降水量 124地点
72時間降水量 122地点

高知県安
あ

芸
き

郡
ぐん

馬
うま

路
じ

村
むら

魚
や

梁
な

瀬
せ 1852.5㍉

高知県長
なが

岡
おか

郡
ぐん

本
もと

山
やま

町
ちょう

本
もと

山
やま 1694.0㍉

岡山県倉敷市
倉敷 309.5㍉

広島県広島市呉 518.5㍉

【平成30年７月豪雨で各時
間降水量の観測史上１位を
更新した地点数】

【月降水量平年値】� 統計期間　1981～2010年 【６月28日から７月８日ま
での間で記録した降水量】

災害から学ぶ　～平成30年７月豪雨～

広
範
囲
に
長
時
間

　
降
り
続
い
た
大
雨

大
雨
が
予
想

　
さ
れ
る
と
き

日
頃
か
ら

　
地
域
の
特
性
を
知
る

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
す

待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
集
め
る

大
雨
が
引
き
起
こ
す
災
害

日
頃
か
ら
の
防
災
意
識

　
『
平
成
30
年
7
月
豪
雨
』
は
、
西

日
本
か
ら
東
海
地
方
を
中
心
と
し
た

広
範
囲
に
数
日
間
に
わ
た
っ
て
記
録

的
な
大
雨
が
降
り
続
い
た
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　
特
に
気
象
庁
が
１
府
10
県
に
対
し

て
『
大
雨
特
別
警
報
』
を
発
表
し
た

７
月
６
日
㈮
か
ら
８
日
㈰
に
か
け
て
、

東
シ
ナ
海
や
日
本
の
南
海
か
ら
湿
っ

た
空
気
が
西
日
本
に
流
れ
込
み
続
け
、

次
々
と
雨
雲
が
発
生
・
発
達
し
、
大

雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
四
国
や
中
国
・
九
州
地
方
な
ど
、

多
く
の
観
測
地
点
で
24
時
間
、
48
時

間
、
72
時
間
の
降
水
量
の
値
が
観
測

史
上
１
位
を
更
新
。
６
月
28
日
㈭
か

ら
７
月
８
日
㈰
ま
で
の
総
降
水
量
が

四
国
地
方
で
は
１
千
800
㍉
を
超
え
る

な
ど
、
記
録
的
な
大
雨
が
降
っ
た
こ

と
で
、
31
道
府
県
で
多
く
の
土
砂
災

害
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
被
害
の
大
き
か
っ
た
広
島
県
呉
市

で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
り
、
道
路
や

鉄
道
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
人
口
20
万

人
を
超
え
る
中
核
市
全
体
が
一
時
的

に
陸
の
孤
島
と
な
り
ま
し
た
。

　
登
別
市
で
は
、
平
成
29
年
９
月
に

台
風
第
18
号
が
接
近
し
た
影
響
で
大

雨
と
な
り
、
胆
振
幌
別
川
の
水
位
が

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
、
河
川
が
氾

濫
し
た
倉
敷
市
真
備
町
で
は
、
倉
敷

市
が
作
成
し
た
『
洪
水
・
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
浸
水
想
定
区
域
と
同
じ
区
域
で

浸
水
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
事
例
か
ら
見
て

　
ま
た
、
岡
山
県
倉
敷
市
で
は
、
１

級
河
川
の
高た

か

梁は
し

川が
わ

へ
と
注
ぐ
支
流
・

小
田
川
の
堤
防
決
壊
な
ど
に
よ
り
、

５
千
棟
以
上
の
住
家
に
全
壊
や
半
壊

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
被
害
が
集
中
し
た
呉
市
と
倉
敷
市

の
２
地
域
に
お
け
る
11
日
間
の
総
降

水
量
は
、
こ
の
期
間
で
の
総
降
水
量

が
一
番
多
か
っ
た
高
知
県
安
芸
郡
馬

路
村
魚
梁
瀬
と
比
べ
る
と
３
分
の
１

に
も
満
た
な
い
値
で
し
た
が
、
両
地

区
の
『
７
月
の
月
降
水
量
平
年
値
』

の
２
倍
以
上
の
雨
が
わ
ず
か
数
日
の

間
に
降
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
雨
の
多

少
や
地
盤
の
固
さ
な
ど
、
地
形
な
ど

に
関
係
し
た
特
性
が
あ
り
ま
す
。

『
平
成
30
年
７
月
豪
雨
』
で
は
、
広

島
県
や
岡
山
県
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の

よ
う
な
年
間
を
通
し
て
比
較
的
雨
が

少
な
い
地
域
に
も
、
例
年
を
は
る
か

に
超
え
る
大
雨
が
発
生
し
た
こ
と
が
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
要
因
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。

上
昇
し
た
た
め
、
青
葉
小
学
校
な
ど

に
避
難
所
を
開
設
し
、
『
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
』
を
発
令
す
る

な
ど
の
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
幸
い
、

氾
濫
に
は
至
ら
ず
、
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
登
別
市
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
こ

と
が
な
い
大
雨
に
い
つ
見
舞
わ
れ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
市
は
、
胆
振
幌
別
川
や
来
馬
川
、

鷲
別
川
が
約
50
年
に
１
回
程
度
起
こ

る
大
雨
に
よ
っ
て
増
水
し
、
氾
濫
し

た
場
合
の
浸
水
予
想
結
果
に
基
づ
く

浸
水
予
想
範
囲
と
そ
の
深
さ
を
表
し

た
『
河
川
洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区

域
』
や
土
砂
災
害
に
よ
り
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危

害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
『
土
砂
災

害
警
戒
区
域
』
な
ど
を
市
内
地
図
に

反
映
し
た
『
洪
水
・
土
砂
災
害
防
災

マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
、
平
成
26
年
に

全
戸
配
布
し
た
ほ
か
、
市
へ
の
転
入

時
に
随
時
配
布
し
て
い
ま
す
。

も
分
か
る
よ
う
に
災
害
は
人
知
の
及

ば
な
い
状
況
を
生
み
出
す
可
能
性
が

あ
る
も
の
の
、
今
回
の
事
例
で
は
、

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
や
長
い

時
間
を
過
ご
す
学
校
・
職
場
な
ど
の

地
形
な
ど
を
把
握
し
、
大
雨
な
ど
に

よ
り
水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
、
ど
の

避
難
場
所
に
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で

避
難
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
局
地
的
な
記
録
的
短
時
間

大
雨
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
市
街

地
の
排
水
機
能
を
超
え
る
雨
水
な
ど

に
よ
り
、
側
溝
や
排
水
路
な
ど
か
ら

水
が
あ
ふ
れ
、
建
物
や
道
路
な
ど
が

浸
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を

活
用
し
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
『
平
成
30
年
7
月
豪
雨
』
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
た
７

月
６
日
㈮
の
前
日
、
５
日
㈭
に
気
象

庁
が
会
見
を
開
き
、
記
録
的
な
大
雨

0
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防災カードゲーム

　災害が発生したときに、家族全員が一緒にいるとは限り
ません。
　災害時は、高齢の方をはじめ、子どもたちも年齢を問わ
ず自分自身で避難方法などの判断を迫られる可能性があり
ます。
　国土交通省は、平成30年２月、子どもたちへの防災教育
の一環として、防災カードゲーム『このつぎなにがおきる
かな？』を作成しました。
　子どもたちが親しみやすいようカードゲーム形式となっ
ており、さまざまな災害が発生したときに起きる危険な状
況と次にとるべき行動を学ぶものです。
　災害が発生したときは、自分の身は自分で守ることが基本です。
　家族間での避難場所の確認や地域の避難訓練への参加、学校で行った避難訓練
を家庭で振り返ること、そして防災カードゲームで災害について学ぶなど、子ど
も自身が災害について考える時間の積み重ねが、家族の身を守る
ことにつながります。
※�防災カードゲーム『このつぎなにがおきるかな？』は、国土交
通省ウェブサイト（http://www.mlit.go.jp/saigai/saigai01_
tk_000005.html）に掲載されています。

と
き
、
風
が
強
い
と
き
な
ど
、
普
段

の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
聞
こ
え

る
か
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
30
年
４
月
９
日
㈪
か
ら
13
日
㈮

ま
で
の
５
日
間
、
さ
ら
に
６
月
11
日

㈪
か
ら
８
月
10
日
㈮
ま
で
の
２
カ
月

に
わ
た
り
、
試
験
的
に
音
楽
放
送
を

実
施
し
ま
し
た
。
猛
烈
な
雨
が
降
り
、

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音
声
が
聞
き
と

り
に
く
い
場
合
な
ど
は
、
必
要
に
応

じ
て
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る

放
送
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

『
確
認
用
ダ
イ
ヤ
ル
』
（
☎
�
０
１

９
３
）
や
登
録
し
た
携
帯
電
話
な
ど

に
避
難
情
報
な
ど
が
自
動
的
に
配
信

さ
れ
る
『
防
災
メ
ー
ル
』
な
ど
を
活

用
し
、
自
主
的
な
情
報
収
集
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
、
発
表
さ
れ
て
い
る
各
種

警
報
、
こ
れ
か
ら
の
雨
雲
の
動
き
、

雨
量
、
土
砂
災
害
や
浸
水
害
な
ど
の

　
西
は
豊
浦
町
、
東
は
え
り
も
町
ま
で
の
胆
振
総
合
振
興
局
と
日
高
振
興
局
管
内
の
気
象
や
地

震
、
津
波
な
ど
の
観
測
、
予
報
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
室
蘭
地
方
気
象
台
の
大
山
哲
男
観
測

予
報
管
理
官
に
大
雨
な
ど
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
を
警
告
し
て
い

た
た
め
、
早
い
時
点
で
の
『
避
難
勧

告
』
や
『
避
難
指
示
（
緊
急
）
』
な

ど
の
避
難
に
関
す
る
情
報
を
発
令
し

た
自
治
体
が
多
く
あ
っ
た
も
の
の
、

豪
雨
災
害
と
し
て
は
平
成
に
な
っ
て

か
ら
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　
河
川
の
氾
濫
や
浸
水
、
土
砂
災
害
、

ま
た
、
こ
れ
ら
を
引
き
起
こ
す
原
因

と
な
る
大
雨
に
つ
い
て
は
、
正
確
な

情
報
を
い
ち
早
く
得
る
こ
と
が
、
自

ら
の
身
と
家
族
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
市
は
、
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
防
災
メ
ー
ル
や
防
災
行

政
無
線
、
広
報
車
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
中

で
も
、
緊
急
時
の
重
要
な
情
報
伝
達

手
段
の
一
つ
で
あ
る
防
災
行
政
無
線

を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
家
の

中
に
い
る
と
き
、
雨
が
降
っ
て
い
る

危
険
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

気
象
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
胆
振
幌

別
川
や
来
馬
川
、
鷲
別
川
、
富
岸
川
、

登
別
川
、
岡
志
別
川
の
水
位
な
ど
が

確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
土
交
通

省
が
管
理
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
川

の
防
災
情
報
』
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
い
ち
早
く
危
険
性
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

市
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
な
ど
に

つ
い
て
は
、
10
ペ
ー
ジ
『
知
っ
て

備
え
る
防
災
メ
モ
』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

が
記
録
さ
れ
た
と
き
に
は
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
高
ま
る
な
ど
、
地
域
に

よ
っ
て
数
値
は
異
な
る
も
の
の
、
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
は
一
気

に
起
こ
る
た
め
、
「
ま
だ
大
丈
夫
」
、

「
も
う
少
し
様
子
を
見
て
か
ら
」
、

「
家
の
こ
と
が
心
配
だ
か
ら
避
難
し

な
い
」
な
ど
と
は
考
え
ず
、
自
分
の

身
に
危
険
を
感
じ
た
り
、
避
難
勧
告

な
ど
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
あ

わ
て
ず
速
や
か
に
避
難
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

早
め
早
め
の
行
動
を

　
浸
水
時
に
は
、
水
深
50
㌢
㍍
以
上

で
ド
ア
を
開
け
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
ほ
か
、
水
路
や
側
溝
な
ど
の
深
み

を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
な

ど
、
浸
水
後
の
避
難
は
多
く
の
危
険

を
伴
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、

発
生
前
に
前
兆
現
象
が
見
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
前
兆
な
く
発
生

す
る
場
合
や
前
兆
現
象
を
確
認
し
た

と
き
に
は
既
に
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　
登
別
温
泉
方
面
で
は
１
時
間
に
約

20
㍉
以
上
の
雨
ま
た
は
24
時
間
で
約

200
㍉
以
上
の
雨
、
鷲
別
地
区
で
は
１

時
間
に
約
10
㍉
か
ら
15
㍉
以
上
の
雨

ま
た
は
24
時
間
で
約
100
㍉
以
上
の
雨

災害から学ぶ　～平成30年７月豪雨～

川の防災情報
（https://www.river.go.jp/
kawabou/ipTopGaikyo.do）

気象庁
（http://www.jma.go.jp/
jma/index.html）

『このつぎなにがおきるかな？』をご存じですか
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西
は
豊
浦
町
、
東
は
え
り
も
町
ま
で
の
胆
振
総
合
振
興
局
と
日
高
振
興
局
管
内
の
気
象
や
地

震
、
津
波
な
ど
の
観
測
、
予
報
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
室
蘭
地
方
気
象
台
の
大
山
哲
男
観
測

予
報
管
理
官
に
大
雨
な
ど
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

用
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
気
象
情
報
を
意
識
し

て
生
活
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
実
際
に
大
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
場
合
は
、

数
日
の
間
に
降
っ
た
雨
量
や
地
盤
の
崩
れ
や
す

さ
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
土
砂
災
害
、
浸
水
、
洪

水
が
発
生
す
る
危
険
性
を
地
図
上
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
『
危
険
度
分
布
』
が
有
効
で
す
。

気
象
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
オ
ロ
フ
レ
山
系
の
南
東
に
位
置
す
る
登
別
市

に
お
い
て
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
し
ば
し

ば
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
昭
和
58

年
９
月
25
日
に
登
別
市
で
観
測
さ
れ
た
24
時
間

降
水
量
509
㍉
は
、
全
道
の
ア
メ
ダ
ス
地
点
の
中

で
１
位
の
記
録
で
す
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
降
水
日
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
非
常
に
激
し
い
雨
や
大
雨
の

頻
度
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。
こ
れ
ま
で
に
降
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な

大
雨
が
日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

登
別
市
に
お
住
ま
い
の
方
も
日
頃
か
ら
大
雨
に

備
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

険
な
状
況
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
速

や
か
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

警
報
な
ど
、
常
に
最
新
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
指
示
に
従
う
だ
け
で
は

な
く
、
自
主
的
に
避
難
す
る
な
ど
、
早
め
早
め

の
行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
現
在
で
は
、
雨
に
つ
い
て
、
何
㍉
程
度
の
降

水
量
に
な
る
か
ま
で
予
想
で
き
る
の
は
、
早
く

て
も
24
～
48
時
間
前
と
な
り
ま
す
が
、
気
象
庁

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
警
報
発
表
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
５
日
先
ま
で
地
域
ご
と
に
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
定
を
立
て
る
際
に
活

　
『
平
成
30
年
７
月
豪
雨
』
の
際
に
気
象
庁
は

多
く
の
地
域
に
『
特
別
警
報
』
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
『
特
別
警
報
』
は
、
予
想
さ
れ
る
現
象
が
特

に
異
常
で
、
重
大
な
災
害
の
起
き
る
可
能
性
が

著
し
く
大
き
い
と
い
う
場
合
に
発
表
さ
れ
る
も

の
で
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
や
平
成

23
年
台
風
第
12
号
に
よ
る
大
雨
災
害
な
ど
の
際

に
、
重
大
な
災
害
へ
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
た
警

報
が
必
ず
し
も
住
民
自
ら
の
迅
速
な
避
難
行
動

に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年

８
月
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
非
常
に
危

災
害
は
私
た
ち
の
ま
ち

『
の
ぼ
り
べ
つ
』
で
も
発
生
す
る

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
、
想

像
を
は
る
か
に
超
え
る
自
然
災
害
が

日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
各
自
治
体
に
お
け
る
ハ
ー
ド
整
備

は
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
防
災
意
識
の

向
上
が
進
ん
だ
現
在
に
お
い
て
も
、

『
平
成
30
年
７
月
豪
雨
』
で
は
、
多

く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
元
々
、
雨
の
多
い
登
別
市
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
大

雨
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、
今

回
も
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
は
危
険

で
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
登
別
市
の
特
性

を
知
り
、
防
災
に
関
す
る
確
か
な
知

識
を
身
に
つ
け
、
日
頃
か
ら
備
え
る

こ
と
で
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
９
月
に
は
台
風
な
ど
に
よ
り
、
大

雨
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
を
見
直
し
な
が
ら
、

今
一
度
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
状
況

を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

災害から学ぶ　～平成30年７月豪雨～

大
おお

山
やま

 哲
てつ

男
お

さん
室蘭地方気象台
観測予報管理官

気象情報を日頃から確認する習慣づけを

昭和57年４月、気象庁に入庁し、旭川地方気
象台に配属。気象庁予報課や稚内地方気象台
などを経て、平成30年４月に室蘭地方気象台
観測予報管理官に就任。

▲�７月６日20時時点の広島県や岡
山県における大雨警報（浸水害）
の危険度分布（平成30年７月13
日付けで気象庁が公表した『災
害をもたらした気象事例』より）

5  ２０１８．９月号  災害から学ぶ～平成30年７月豪雨～



　登別町民憲章が制定された昭和43年
９月20日から50年の歳月が過ぎました。
　この半世紀の間、登別町が登別市と
なり、『町民憲章』も『市民憲章』と
改称され、社会情勢や人々の生活スタ
イルも大きく変わりましたが、『明る
く住みよいまちづくり』を目指して制
定された市民憲章は、50年を経過して
もなお、よりよいまちをつくるための
基本的な心構えとして、市民の心のよ
りどころになっています。

市
民
憲
章
に
込
め
ら
れ
た
想
い

毎
日
の
生
活
に
市
民
憲
章
を

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
０
７
９
）

　
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
連
絡
所

�

（
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
内
）

� 1968
登別市民憲章制定50周年記念

市
民
憲
章
は
ま
ち
づ
く
り
の
心

　
わ
た
し
た
ち
は
　
古
い
歴
史
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

登
別
の
市
民
で
す

　
こ
こ
に
　
わ
た
し
た
ち
の
心
が
ま
え
を
定
め
て
よ
り
よ
い

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
ま
す

一
　
心
身
を
き
た
え
よ
く
働
い
て
　
活
気
あ
ふ
れ
る�

�

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　
明
る
く�

�

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
自
然
を
愛
し
　
力
を
あ
わ
せ
て
　
緑
と
空
気
と
太
陽
の�

�

い
っ
ぱ
い
あ
る
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の
　
健
全
な�

�

夢
の
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
教
養
を
つ
み
　
視
野
を
広
げ
て
　
平
和
で
文
化
の�
�

か
お
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

登
別
市
民
憲
章

　
昭
和
43
年
、
高
度
経
済
成
長
期
と
呼
ば
れ
た

時
代
。
経
済
活
動
が
活
性
化
し
、
人
口
も
増
加

す
る
な
ど
、
成
長
を
続
け
て
い
た
登
別
町
に
お

い
て
、
よ
り
良
く
成
長
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
ま
ち
を
目
指
す
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
心
構
え
を
も
っ
て
行
動
す
べ
き
か
を
あ
ら

わ
し
た
市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
登
別
市
民
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
再
認
識

し
、
よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
力
強
く

宣
言
す
る
『
前
文
』
と
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
行
動
目
標
を
示
し
た
５
章
か
ら
な
る
市

民
憲
章
。

　
市
民
憲
章
に
示
さ
れ
た
行
動
目
標
に
特
別
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
良
心
に

問
い
か
け
る
よ
う
な
こ
の
行
動
目
標
は
、
現
代

に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
『
心
の
憲
法
』

と
し
て
市
民
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
ま
ち
『
の
ぼ
り
べ
つ
』
は
、
市
民
憲
章

を
胸
に
活
動
し
て
き
た
先
達
と
と
も
に
、
形
作

ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
50
年
を
経
た
今
、
登
別
市
は
、
全
国
の
大
き

な
流
れ
と
同
じ
く
、
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
ま
ち
の
装
い
も

変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
一
度
、
市

民
憲
章
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
再
確
認
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
ま
ち
『
の
ぼ
り
べ
つ
』
は

さ
ら
に
よ
り
良
い
ま
ち
へ
と
成
長
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
登
別
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
方
向
性
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
者
で
あ
る
『
市
民
』
、
『
議
会
』
、

『
市
』
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
権
利
、
責
務
を

明
確
に
し
て
互
い
に
協
働
し
な
が
ら
、
開
か
れ

た
市
民
自
治
を
推
進
す
る
『
登
別
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
』
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
市
民
憲
章
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
親
し
み
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市
民
憲
章
に
ふ
れ
る

記念式典（登別市、登別市民憲章制定50周年記念実行委員会主催）
▶日時　９月22日㈯　12時45分～15時10分

� 1968

13：10　　市民憲章推進団体への感謝状贈呈
13：20　　各表彰
　　　　　・�市内小学４年生を対象とした標語コンクール
　　　　　・フォト＆メッセージコンテスト　
　　　　　・登別市内小中学校席書大会
13：35　　記念講演

講　師：�登別市史編さん委員会委員長�
� 街

かい

道
どう

重
しげ

昭
あき

さん
テーマ：�登別の「根っこ」を考える

14：30　　�記念コンサート　幌別中学校、登別中学校、�
緑陽中学校の３校による合同演奏

や
す
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や
り
や
努
力
な

ど
に
よ
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
心
構
え

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
い
き
い
き
と
心
身
共
に
健
や
か
で
、
働
く
こ

と
に
誇
り
と
喜
び
を
も
ち
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
助
け
合

い
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
日
々
の
生
活
に
潤
い

を
与
え
て
く
れ
る
自
然
を
大
切
に
し
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
地
域

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
学
び
の
場
と
し
て
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
続
け
る
。

　
市
民
憲
章
の
各
章
に
示
さ
れ
た
よ
り
よ
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
の
行
動
規
範
を
毎
日
の
生
活

の
中
で
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
ま
ち

『
の
ぼ
り
べ
つ
』
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
へ
と
進

ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
ち
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
日
々
の
活

動
で
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

※�

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
は
、
２
０
１
８
年
４
月

号
か
ら
８
月
号
ま
で
の
５
回
に
か
け
て
、
市

民
憲
章
各
章
の
意
義
に
つ

い
て
連
載
し
ま
し
た
。
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（ht�

　
市
民
憲
章
の
想
い
は
、
昭
和
46
年
に
発
足
し

た
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
市
民
憲
章
の
唱
和
活
動
や
憲
章
標
示
板
の

設
置
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
先
達
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
一
つ
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
は
、
平
成
20
年
に
連
合
町
内
会
の
事
業
と

し
て
引
き
継
が
れ
、
ま
ち
に
彩
り
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
51
年
か
ら
は
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
今
日
ま
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
市
民
憲
章
の
精
神
を
継
承
し
て
も

ら
お
う
と
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
啓
発
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
制
定
か
ら
50
周
年
を
迎
え
た
今
年
度
に
つ
い

て
は
、
制
定
日
の
９
月
20
日
㈭
に
、
市
内
の
中

学
校
や
大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
２
カ
所
で
通
学

や
買
い
物
中
の
皆
さ
ん
に
市
民
憲
章
文
を
差
し

込
ん
だ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
品

を
配
布
す
る
ほ
か
、
９
月
22
日
㈯
に
は
市
民
会

館
で
記
念
式
典
を
行
い
、
市
民
憲
章
の
理
念
を

長
き
に
わ
た
り
実
践
さ
れ
て
き
た
方
々
へ
の
感

謝
を
表
す
場
と
す
る
と
と
も
に
、
市
民
憲
章
の

必
要
性
や
重
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
一
日

と
し
ま
す
。
ま
た
、
９
月
12
日
㈬
か
ら
９
月
24

日
㈪
ま
で
の
期
間
、
市
民
会
館
で
、
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
や
フ
ォ
ト
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
、

tp://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs�
/2013122400038/

）
で
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

登
別
市
内
小
中
学
校
席
書
大
会
の
作
品
展
示
と

『
写
真
で
み
る
登
別
の
今
む
か
し
』
と
し
て
、

登
別
市
民
憲
章
が
誕
生
し
た
頃
の
市
内
の
様
子

を
、
現
在
と
比
較
し
な
が
ら
振
り
返
る
写
真
展

を
開
催
す
る
ほ
か
、
９
月
22
日
㈯
に
は
、
登
別

市
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
郷
土
資

料
館
を
終
日
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
制
定
か
ら
50
周
年
を
迎
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
の
ま
ち
『
の
ぼ
り
べ
つ
』
の
歴
史
を
振

り
返
り
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民

憲
章
に
込
め
ら
れ
た
『
想
い
』
に
ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

7  ２０１８．９月号  登別市民憲章制定50周年記念



受 け 付 け
共同墓とは

▶問い合わせ　市民サービスグループ
（☎�２１３９）

９月３日㈪から
登別市共同墓の受け付けを開始します

共同墓のイメージ図

納骨口のイメージ図

・納骨期間は４月～11月�
　（平成30年度は11月のみ）

・焼骨収容数は3,000体

▶受付開始　９月３日㈪～
▶�受付時間　平日の９時～17時30分
（祝日、年末年始を除く）
▶�受付場所　市民サービスグループ
（市役所１階２番窓口）
※�９月は窓口の混雑が予想されます。
共同墓は十分な収容数があります
ので、申し込みは親族などと相談
の上、慎重に行ってください。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

共
同
墓
の
使
用
料
な
ど

共
同
墓
に
納
骨
で
き
る
方

・�

１
年
以
上
、
登
別
市
民
で
あ
り
、
市
営

墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
方

・�

過
去
に
１
年
以
上
、
登
別
市
民
で
あ
り
、

市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
方

・�

１
年
以
上
、
登
別
市
民
で
あ
っ
た
方
の

焼
骨
を
管
理
し
て
い
る
方

・�

市
営
墓
地
を
返
還
し
、
共
同
墓
に
改
葬

す
る
（
焼
骨
を
共
同
墓
に
移
す
）
方

・�

焼
骨
を
保
管
し
て
い
る
市
内
の
法
人

（
医
療
・
社
会
福
祉
・
宗
教
法
人
）

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
展
し
て
い
る
社
会
環
境
の
中
で
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
お
墓
の
継
承
が
で
き
な
い
方
や
身
寄
り
が
な

い
方
、
経
済
的
に
お
墓
を
建こ

ん

立り
ゅ
う

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
焼
骨
を
納
骨
す
る
お
墓
で
す
。

　
骨
箱
や
骨
壺
か
ら
焼
骨
の
み
を
取
り
出
し
て
、
直
接
納
骨
し
ま
す

の
で
、
二
度
と
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
生
前
予
約
で
き
る
方
　

　
１
年
以
上
、
登
別
市
民
で
あ
り
（
あ
っ

た
方
も
含
む
）
、
埋
蔵
責
任
者
を
選
定
で

き
る
方

※�

埋
蔵
責
任
者
と
は
、
生
前
予
約
し
た
方

が
亡
く
な
っ
た
後
に
、
そ
の
焼
骨
を
共

同
墓
へ
納
骨
す
る
ま
で
の
手
続
き
を
行

う
方
の
こ
と
で
す
。

　
１
体
に
つ
き
１
万
５
千
600
円

・
う
ち
共
同
墓
の
使
用
料
…
１
万
５
千
円

・
う
ち
墓
地
管
理
清
掃
手
数
料
…
600
円

※�

１
回
の
支
払
い
の
み
で
永
代
管
理
と
な

り
ま
す
。

※�

市
に
、
骨
箱
や
骨
壺
の
引
き
取
り
を
希

望
す
る
場
合
は
、
１
つ
に
つ
き
500
円

（
申
請
者
が
市
外
の
場
合
は
１
千
円
）

か
か
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
の
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
市
民
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２
１
３
９
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8 ２０１８．９月号 � 登別市共同墓の受け付けを開始します



？

JR富浦駅

富浦墓地

至白老町

至幌別町

道央
自動
車道

登別市
葬斎場

第二
富浦墓地

登別市
共同墓

国道36
号

登別市共同墓の
受け付けを開始します

・�共同墓の使用料などについては、
１体ごとに納付が必要です
・�お骨以外の副葬品は収容できま
せん
・�供花や供物などは持ち帰ってく
ださい
・�市では、宗教的な儀式は行って
いません
・�納骨する所要時間は30分以内と
し、宗教的儀式を行う場合につ
いても所要時間内に済ませてく
ださい
・�献花台は設置していますが、焼
香台などは設置していませんの
で、納骨時に宗教的儀式を行う
際はご自身で準備してください

申請から納骨までの流れ
①�市に『共同墓使用願出書』などを提出し、共同墓の使用料などを
納付
②納骨日時について、市の担当者と打ち合わせ
③市から『共同墓使用許可証』を受領（後日送付されます）
④共同墓への納骨（市の担当者などが立ち会います）
⑤市から『共同墓埋蔵済票』を受領（後日送付されます）
▶申請に必要なもの　
　申請者の印鑑・本人確認書類（運転免許証やマイナンバーカード
など）、共同墓に納骨できる方であることを証明できるもの（住民
票など）、火葬許可証（自宅でお骨を管理している場合）、焼骨収
蔵証明書（市内のお寺から改葬する場合）、改葬許可証（他市町村
のお墓やお寺から改葬する場合）、共同墓の使用料など

生前予約から納骨までの流れ
①市に『共同墓生前予約願出書』などを提出
②市から『共同墓生前予約承認証』を受領（後日送付されます）
③�生前予約した方が亡くなった後に、埋蔵責任者が市に『共同墓使
用願出書』などを提出し、共同墓の使用料などを納付
④以降、申請から納骨までの流れ②からの手順と同じ
▶生前予約の申請に必要なもの　
　申請者の印鑑・本人確認書類（運転免許証やマイナンバーカード
など）、生前予約できる方であることを証明できるもの（本籍地記
載の住民票など）、埋蔵責任者の住民票（本籍地記載のもの）

市営墓地からの改葬の流れ
①市に『改葬許可申請書』を提出
②�市から『改葬許可証』と『墓地使用許可証』を受領（後日送付さ
れます）
③�石材業者へ『墓地使用許可証』の写しを提出し、墓石撤去工事を
依頼
④区画を更地化した後に、市に『墓地返還届出書』を提出
⑤以降、申請から納骨までの流れ①からの手順と同じ
※墓地使用者が亡くなられている場合は、承継の手続きが必要です。
※�市営墓地に納骨されている方の登録がされていない場合、市に
『埋蔵届出書』を提出していただきます。
▶改葬の申請に必要なもの　
　墓地使用者の印鑑、市営墓地の墓地使用許可証、戸籍謄本など

よ
く
あ
る
ご
質
問

共同墓を使用する際の

◆注 ◆意 ◆事 ◆項項

Ｑ�

　
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
を
埋
蔵
責
任

者
に
選
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ�

　
責
任
を
も
っ
て
納
骨
で
き
る
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
埋
蔵
責
任
者
と
し

て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ�

　
選
定
し
た
埋
蔵
責
任
者
が
亡
く
な
っ

た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ�

　
生
前
予
約
の
承
認
を
受
け
た
方
が
、

改
め
て
埋
蔵
責
任
者
を
選
定
し
、
変
更

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
埋

蔵
責
任
者
を
選
定
し
な
け
れ
ば
、
共
同

墓
に
納
骨
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ�

　
申
請
か
ら
埋
蔵
ま
で
の
間
、
市
で
お

骨
を
保
管
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

Ａ�

　
市
で
は
、
お
骨
の
保
管
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
各
自
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ�

　
共
同
墓
に
名
前
な
ど
を
彫
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。

Ａ�

　
名
前
な
ど
を
彫
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
市
で
は
共
同
墓
管
理
台
帳

で
氏
名
な
ど
を
管
理
し
ま
す
。

Ｑ�

　
お
盆
や
お
彼
岸
、
法
要
時
な
ど
に
宗

教
的
儀
式
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ�

　
他
の
方
の
お
参
り
も
あ
り
ま
す
の
で
、

宗
教
的
儀
式
を
行
う
こ
と
は
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。

▲�登別市共同墓の位置図（富浦町の第二富浦墓
地内に設置）
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

元気クラブ
『
元
気
ク
ラ
ブ
』
は
、
タ
オ
ル
や

ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
簡
単
な
体
操

や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
体
力
づ
く

り
や
認
知
症
の
予
防
な
ど
を
目
的
と

し
て
平
成
19
年
に
発
足
し
た
体
操

サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
70
代
か
ら
80

代
ま
で
の
計
11
人
。
火
曜
日
は
10
時

～
12
時
、
金
曜
日
は
13
時
30
分
～
15

時
30
分
の
月
２
回
程
度
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
体
操
を
す
る
こ
と
で
、
普
段
の

生
活
の
中
で
も
足
腰
を
意
識
し
、
段

差
で
つ
ま
づ
か
な
い
よ
う
気
を
付
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

け
が
無
く
元
気
に
過
ご
せ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
す
の

は
代
表
の
小お

野の

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
。

両
手
で
タ
オ
ル
を
持
ち
、
全
員
で

「
１
・
２
・
３
・
４
」
と
い
う
小
気

味
よ
い
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
体
を
伸

ば
す
と
、
メ
ン
バ
ー
の
顔
に
は
自
然

と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

小
野
さ
ん
は
「
仲
の
良
い
メ
ン

バ
ー
と
顔
を
合
わ
せ
、
体
操
の
合
間

に
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
よ
い
刺

激
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。

平
成
29
年
９
月
に
入
会
し
た
尾お

形が
た

優ゆ
う

子こ

さ
ん
は
「
元
気
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
参
加
し
て
い
る
友
人
に
す
す
め
ら

れ
入
会
し
ま
し
た
。
明
る
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
魅
力
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
同
士
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ゲ
ー
ム
を
考
案
す
る
な
ど
、
新
し
い

こ
と
に
も
日
々
取
り
組
ん
で
い
る

『
元
気
ク
ラ
ブ
』
。
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
は
小
野
さ
ん
（
☎
�
２
１
１

３
）
ま
で
。

▲�柔らかいボールを使ってストレッチを
するメンバー

楽しみながら一緒に体力
づくりをしてみませんか

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
68
回

　
西
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
『
平
成
30
年
７
月
豪
雨
』
。
各
地
で
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
200
人
を

超
え
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
雨
に
限
ら
ず
、
災
害
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
は
、
速
や
か
に
避
難
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
市
は
、
河
川
で
堤
防
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
た

り
、
決
壊
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
家
屋
流

失
の
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
な
ど
、

状
況
に
応
じ
て
『
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
』
や
『
避
難
勧
告
』
、
『
避
難
指
示

（
緊
急
）
』
な
ど
の
避
難
に
関
す
る
情
報
を

発
令
し
、
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
発
令
時
に
は
、
登
別
市
防
災
メ
ー
ル
や
防

災
行
政
無
線
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
広
報

車
の
ほ
か
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
避
難
に
関
す
る
情

報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
避
難

を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
隣
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
ま
だ
避
難
し

て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
、
「
隣
に
住
ん
で

い
る
人
が
避
難
し
た
ら
、
私
も
避
難
し
よ

う
」
、
「
不
安
だ
け
ど
、
避
難
勧
告
は
ま
だ

発
令
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
も
う
少
し
待
っ

て
み
よ
う
」
な
ど
、
受
け
身
の
避
難
は
、
行

動
を
遅
ら
せ
、
大
変
危
険
で
す
。
た
め
ら
わ

ず
に
、
避
難
行
動
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
避
難
行
動

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）

◎避難に関する情報
危険度 発令される情報 取っていただく行動

小

大

避難準備・
高齢者等避難開始

・�高齢の方や障がいのある方などとその
支援者は避難を開始してください
・�その他の人も避難の準備を整え、気象
情報などに注意を払ってください

避難勧告

・�すみやかに避難所や避難場所に避難し
てください
・�外出することでかえって命に危険が及
ぶような状況では、近くの安全な場所
への避難や自宅内のより安全な場所に
移動し、身を守ってください

避難指示（緊急）

・�避難できていない人は、直ちに避難所
や避難場所へ避難してください
・�外出することでかえって命に危険が及
ぶような状況では、近くの安全な場所
への避難や自宅内のより安全な場所に
移動し、身を守ってください
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９月20
日㈭～

　26日
㈬は
動物愛護週間

○
散
歩
に
つ
い
て
　

　
散
歩
の
際
に
は
、
袋
を
持
参
し
、
ふ
ん
を

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
飼
い
犬
に
は
、
適
切
な
長
さ
の
リ
ー
ド
を

付
け
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

り
は
、
ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
繁
殖
、
ふ
ん
尿
に
よ

る
汚
染
な
ど
、
近
隣
の
環
境
悪
化
の
原
因
と

な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
世
話
が
必
要
で
す
　

　
ペ
ッ
ト
を
飼
い
始
め
る
前
に
、
飼
育
方
法

を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
日
常
の
世

話
は
、
餌
や
り
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
の
始
末
や

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
風
呂
な
ど
、
動
物
ご
と
に

異
な
り
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け

の
獣
医
や
飼
い
主
仲
間
を
見
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

健
康
管
理
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
　

　
ペ
ッ
ト
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
備

え
、
動
物
病
院
や
動
物
の
健
康
保
険
な
ど
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
に
か
け
ら
れ

る
時
間
や
お
金
な
ど
を
考
慮
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
避
妊
・
去
勢
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
と
の
関
わ
り
方
が
大
切
で
す
　

　
ふ
ん
尿
や
毛
な
ど
が
近
隣
住
民
へ
の
迷
惑

と
な
ら
な
い
よ
う
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
者
が
分
か
る
よ
う
に
名
札
や

首
輪
、
リ
ボ
ン
な
ど
を
付
け
る
こ
と
で
、
ペ

ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
際
に
飼
い
主
と
の
関

係
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
　

　
　
無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
　

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責
任
な
餌
や

　
屋
外
は
猫
に
と
っ
て
交
通
事
故
や
感
染
症

の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
室

内
で
飼
育
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
猫
が
飼
い
主
の
知
ら
な
い
間
に
屋

外
の
あ
ち
こ
ち
で
排
せ
つ
を
し
て
、
近
く
に

住
む
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
市
へ
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
　

　
犬
を
飼
う
場
合
は
、
市
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。
犬
を
飼
い
始
め
た
日
（
生
後
90
日
以

内
の
犬
の
場
合
は
90
日
を
経
過
し
た
日
）
か

ら
30
日
以
内
に
、
市
内
の
動
物
病
院
か
環
境

対
策
グ
ル
ー
プ
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
動
物
病
院
や
市
が
実
施
し
て
い
る

集
合
注
射
（
年
２
回
開
催
）
で
、
狂
犬
病
の

予
防
注
射
を
必
ず
毎
年
１
回
受
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

▶問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

子猫の育て方・授乳講習
里親会

犬のしつけ教室

▶�日時・内容　９月29日㈯11時～12時（育て方・
授乳講習）、13時～15時（里親会）

▶�場所　クリンクルセンター市民ギャラリー
※�里親会での譲渡については、条件があります
ので、詳しくは問い合わせください。

▶�問い合わせ　猫
ねこ

色
いろ

p
プ ロ テ ク シ ョ ン

rotection代表・芳
は

賀
が

さ
ん（☎090－6447－7975）

▶�日時　９月30日㈰10時～12時…講座編、14時
～16時…実務編

▶�場所　クリンクルセンター市民ギャラリー
（講座編）、クリンクルセンター職員駐車場
（実務編）

▶�定員　30組（申し込み順）
※�持ち物など、詳しくは問い合わせください。
▶�申し込み・問い合わせ　９月28日㈮までに
ヒューマン・ドッグトレーニングサービス代
表・浅

あさ

井
い

さん（☎080－3268－6811）

市内では、９月に猫や犬に関するイベ
ントが行われます（参加無料）。この
機会にぜひ参加してみませんか。

　ペットを飼うということは、ペットに対して愛情をもって飼い続ける責任
を負うということです。しかし、不適切・無責任な飼育により、近所の方に
とって迷惑な存在となっている場合や、無計画な繁殖によって飼育が困難に
なり、動物虐待につながる事例も発生しています。動物愛護とは、ペットを
かわいがることだけではありません。人とペットが快適に暮らせるよう、動
物を飼育する際の責任ある行動やマナーについて、今一度考えてみませんか。

■ペ
■ツ
■ト
を
■飼
■う

�

と
い
う
こ
と
は

猫
を
飼
う
と
き
の
注
意

犬
を
飼
う
と
き
の
注
意
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▶問い合わせ　社会教育グループ（☎�１１２９）

岡志別の森運動公園会場

市民プールらくあ会場
※全て当日参加可能。

事前申し込み

当日参加可能（受付時間８時30分～８時50分）

上靴が必要なイベント
水着が必要なイベント（プール内）

登別市民憲章制定50周年記念

市民スポーツ・健康フェスティバル

市民ソフトボール大会
対�象・定員　高校生以上・12チーム（１チーム12人
まで、定員を超えた場合は抽選）
参�加料　１チーム5,500円（申し込み時に支払い）
申�し込み　９月12日㈬９時に申込書を登別市文化・
スポーツ振興財団（☎�１１１６）に提出

ノルディックウオーキング体験
　岡志別の森運動公園から、２コース（４㌔㍍、６㌔
㍍）に分かれて歩きます。
定員　30人（当日申し込み順）
持�ち物　帽子、タオル、雨具、飲み物、
ポール（貸し出しあり）

ボッチャ・
ゲーリング体験会
時間　10時～12時

泳げない子集まれ！水泳教室
時間　10時45分～11時15分
対象　幼児、小学生

軽食コーナー
時間　11時～13時30分
品目　そば、うどん、おにぎりなど

市民パークゴルフ大会
対象・定員　18歳以上の方・100人（申し込み順）
種�目　18ホール・２ラウンドのストロークプレー方
式（個人戦で、男子・女子の部があります）
参加料　600円（当日支払い）
申�し込み　９月10日㈪から17日㈪までに申込書を岡
志別の森運動公園事務所（☎�２５２５）に提出

市民体力測定会
対象・定員　６～64歳・各時間20人（申し込み順）
時間　①９時30分～、②11時10分～
申�し込み　９月３日㈪から10日㈪までに社会教育グ
ループ（☎�１１２９）

水中玉入れ競争
時間　11時30分～12時
対象　幼児や小学生とその保護者

障害物競争
時間　13時45分～14時15分
対象　幼児、小学生

宝探しゲーム
時間　14時30分～15時
対象　幼児、小学生

個人水泳タイム計測
時間　10時～15時

駅伝大会
種�目　小学生低学年の部、小学生高学年の部（１チー
ム５人で、男子・女子の部があります）
申�し込み　９月３日㈪から10
日㈪までに申込書を社会教
育グループに提出

パン食い競争
時間　10時～10時30分、13時～13時30分
対象　幼児や小学生とその保護者

ニイサ（のぼりべつクマ牧場）

782

782
岡志別の森
運動公園

北海道曹達㈱
幌別事業所
特設駐車場

第２駐車場

第１駐車場

至幌別町

岡志別川

至市民プール

９月22日㈯
　９時開始

駐車場について

会場の無料開放について
　市民プールらくあ（トレーニングルーム含む）は９時から17時まで、岡志別
の森運動公園は競技終了後から17時まで無料開放します。

　岡志別の森運動公園第１駐車場と第２駐車場、北海道曹
ソ ー ダ

達㈱幌別事業所の特
設駐車場、市民プール駐車場をご利用ください。

ボッチャ ゲーリング
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ヒ
グ
マ
で
は
珍
し
い
白
っ
ぽ
い
毛
が

特
徴
的
な
『
ニ
イ
サ
』
や
大
き
な
体
躯

で
圧
倒
的
な
力
を
示
し
、
６
年
連
続
で

ボ
ス
グ
マ
と
し
て
君
臨
す
る
『
ダ
イ
キ

チ
』
な
ど
、
牧
場
内
で
生
活
す
る
約
80

頭
の
ク
マ
た
ち
が
見
せ
る
豊
か
な
表
情

や
愛
ら
し
い
姿
を
求
め
て
、
毎
日
、
市

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
『
の
ぼ

り
べ
つ
ク
マ
牧
場
』
。

　
60
年
前
の
昭
和
33
年
７
月
17
日
、
エ

ゾ
ヒ
グ
マ
の
保
護
や
観
察
、
研
究
を
目

的
と
し
て
、
登
別
温
泉
街
や
俱
多
楽
湖

な
ど
を
望
む
四
方
嶺
の
頂
き
に
国
内
で

初
め
て
と
な
る
ク
マ
牧
場
が
誕
生
し
ま

し
た
。

昭
和
56
年
か
ら
の
ぼ
り
べ
つ
ク
マ
牧

場
に
勤
務
し
て
い
る
上
野
さ
ん
は
、

「
北
海
道
の
み
に
生
息
す
る
ヒ
グ
マ
を

集
団
飼
育
す
る
牧
場
内
で
は
、
個
性
豊

か
な
ク
マ
た
ち
が
一
頭
一
頭
、
安
全
安

心
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
常
駐
す
る
獣

医
や
飼
育
員
な
ど
が
注
意
を
払
い
つ
つ
、

ボ
ス
争
い
や
出
産
、
冬
ご
も
り
な
ど
の

生
態
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
ク
マ
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
麻
酔
を
使
用
せ
ず
に
治
療
す
る
研
究

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

ヒ
グ
マ
の
習
性
や
生
息
範
囲
、
ク
マ

　
登
別
市
を
代
表
す
る
観
光
施
設
の
一

つ
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
て
き

た
の
ぼ
り
べ
つ
ク
マ
牧
場
で
は
、
よ
り

地
域
の
方
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
と
い
い
、

「
市
内
の
小
学
生
が
牧
場
内
の
巡
回
や

飼
育
員
と
し
て
の
作
業
な
ど
を
体
験
す

る
『
一
日
園
長
・
副
園
長
体
験
』
は
、

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
ま
し
た
」
と
上

野
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
子
グ
マ
の
遊
具
作
り
体

験
を
実
施
す
る
な
ど
、
新
た
な
魅
力
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
『
の
ぼ
り

べ
つ
ク
マ
牧
場
』
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ん
に
ま
す
ま
す
愛
さ
れ
る
施
設

と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

の
起
源
や
歴
史
な
ど
に
関
す
る
資
料
約

500
点
を
展
示
し
て
い
る
日
本
に
唯
一
の

『
ヒ
グ
マ
博
物
館
』
な
ど
も
あ
り
、
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
施
設
と
し
て
、
多
く

の
方
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
詰
ま
っ
た

の
ぼ
り
べ
つ
ク
マ
牧
場

地
域
と
と
も
に

平成４年、のぼりべつクマ牧場生まれ。26歳。
のぼりべつクマ牧場で、平成23年から実施している雌グマの人
気投票『ＮＫＢ総選挙』で、２年連続、５度目の１位となった
人気のクマ。詳しくは、『のぼりべつクマ牧場』のウェブサイ
ト（https://bearpark.jp/）をご覧ください。

　登別温泉街の中腹から、少し登ったとこ
ろにあるロープウェイ乗車口。約７分の空
中散歩を楽しんだ後に見えてくるのが『の
ぼりべつクマ牧場』です。
　今回は、平成30年７月で開園から60年を
迎えた『のぼりべつクマ牧場』の魅力を探
ります。

登別市で、クマと共に
60年

▲�のぼりべつクマ牧場の歴
史や現在の取り組みにつ
いて語る上野さん

ニイサ（のぼりべつクマ牧場）
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７
月
26
日
㈭
、
富
岸
小
学
校
で
、
姉
妹
都
市
小
中
学
校
交
流
事

業
『
ふ
る
さ
と
豆
記
者
交
流
事
業
』
（
姉
妹
都
市
小
中
学
校
交
流

事
業
実
行
委
員
会
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
登
別
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
・

神
奈
川
県
海
老
名
市
の
小
学
生
が
隔
年
で
登
別
市
・
白
石
市
を
訪

問
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
互
い
の
ま
ち

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
白
石
市
か
ら
６
人
、
海
老
名
市
か
ら
４
人
の
小
学
生

が
『
豆
記
者
』
と
な
っ
て
登
別
市
を
訪
問
。
３
市
の
子
ど
も
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
や
学
校
の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
合
い
、
校
内

見
学
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
後
、
白
石
市
と
海
老
名
市
の
児
童

は
、
郷
土
資
料
館
や
登
別
地
獄
谷
の
見
学
な
ど
を
行
い
、
登
別
市

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
７
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
、
郷
土
資
料
館
を
会
場
に
開

催
し
た
『
夏
休
み
工
作
教
室
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）

で
、
８
人
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
だ
け
の
万
華
鏡
や
ス

ク
リ
ュ
ー
船
、
風か

ざ

車ぐ
る
ま

を
作
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
夏
休
み
の
期
間
中
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
催

し
は
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ

Ｇ
』
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
万

華
鏡
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
自
ら
の
手
で
製
作
す
る
教
室

で
す
。

　
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
万
華
鏡
づ
く
り
に
参
加
し
た
幌

別
西
小
学
校
１
年
生
の
山や

ま

田だ

駿し
ゅ
ん

介す
け

さ
ん
は
、
「
楽
し
く

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ラ
キ
ラ
し
て
き
れ
い
」

と
完
成
し
た
万
華
鏡
を
何
度
も
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
豆
記
者
交
流
事
業

夏
休
み
工
作
教
室

３
市
の
児
童
が
楽
し
く
交
流

の
ぞ
い
た
先
に
は
鮮
や
か
な
世
界

▲�校内に置かれたヒグマのはくせいを紹介する富岸小学校の子ども
たち

▲�万華鏡にいれるさまざまな色や形のビーズなどを
選ぶ子どもたち

7
� 26

7
�27・28

7
�26・27

8
� 1

　７月27日㈮・28日㈯、しんた21で開催した登別市
民憲章制定50周年記念食育おやこ料理教室『登別牛
カレーを作ろう』（市・登別市食生活改善推進協議
会主催）で、市内の小学生とその保護者など61人が
登別市の市章を模して盛り付けた登別牛カレーなど
を作り、味わいました。
　親子で一緒に調理を行いながら、栄養バランスや
調理する楽しさを学ぶことを目的としたこの催しは、
登別牛やエゾシカ肉など、市内の畜産物を使用して
地産地消の大切さも学びます。
　姉妹で参加した五

い が ら し

十嵐友
ゆ

梨
り

さん（小学５年生）と
友
ゆ

菜
な

さん（小学３年生）は、以前にも参加したこと
があるといい、「楽しかったので、家でまた作りた
いです」と完成した料理を見せてくれました。

　８月１日㈬、鷲別小学校で『流しソーメン』（同
教室実行委員会主催）が行われ、地域の子どもたち
約90人が参加しました。
　この取り組みは、ひなわしメートや児童クラブを
利用する子どもたち同士と、地域ボランティア、先

生などが相互に交流を
図ることを目的として、
平成21年から行われて
います。汗が噴き出す
暑さの中、地域の方に
よって、そうめんのほ
かミニトマトなどが流
され、子どもたちは大
喜びでした。参加した
鷲別小学校６年生の矢

や

野
の

菜
な

々
な

恵
え

さんは「暑か
ったので、冷たいそう
めんがおいしかった」
と話してくれました。

登別市民憲章制定50周年記念
食育おやこ料理教室『登別牛カレーを作ろう』

鷲別地区放課後子ども教室（ひなわしメート）
『流しソーメン』

楽しく仲良くおいしく調理

夏にぴったり 流しそうめん

▲�お母さんに教えてもらいながら、慎重に包丁を扱う子どもた
ち

▲�そうめんを一生懸命すくい取る
子どもたち
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湯守りの桂

登別
グランド
ホテル

登別温泉
ふれあい
センター

道
道
倶
多
楽
湖
公
園
線

登別
万世閣

ホテル
ゆもと登別

　
８
月
３
日
㈮
、
市
民
会
館
で
、
登
別
市
民
憲
章
制
定

50
周
年
記
念
『
協
働
で
進
め
る
景
観
・
み
ど
り
づ
く
り

講
演
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
講
演
会
で
は
、
造
園
学
や
環
境
計
画
な
ど
に
精
通

し
て
い
る
一
般
財
団
法
人
公
園
財
団
理
事
長
の
簑み

の

茂も

壽と
し

太た

郎ろ
う

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
熊
本
県
の
黒
川
温
泉
な
ど
、

美
し
い
景
観
を
生
か
し
た
全
国
の
事
例
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
簑
茂
さ
ん
か
ら
「
資
源
は
人
の
手
に
よ
っ

て
発
掘
さ
れ
て
こ
そ
資
産
と
な
り
ま
す
。
宝
探
し
の
よ

う
に
今
あ
る
資
源
を
見
つ
め
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
掛
け
ら
れ
た
参
加
者
は
、
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

『
協
働
で
進
め
る
景
観
・
み
ど
り
づ
く
り
講
演
会
』

資
源
を
資
産
に

▲�美しい景観はまちづくりにもつながると話す簑茂さん

8
� 3

▲�施設の概要や作業内容などの説明を受ける参加者

▲�パンの生地を切り分け、同じ重さになるよう計量した
パン作り

7/27～
8/15

　
７
月
27
日
㈮
か
ら
８
月
15
日
㈬
に
か
け
て
、
市
内
の
障
が
い

者
就
労
支
援
施
設
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
９
カ
所

で
『
夏
休
み
ハ
ー
ト
フ
ル
体
験
学
習
』
（
市
・
登
別
市
障
害
者

地
域
自
立
支
援
協
議
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
を
中
学
生
や
高
校

生
、
専
門
学
校
生
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
小
学
５
・

６
年
生
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
パ
ン
の
製
造
や
環
境
整
備
な
ど
の
作
業
を
通
し
て
就
労
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
『
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
チ
ェ
ー

レ
（
中
登
別
町
）
』
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
一
緒
に
作
業
を

行
っ
た
山や

ま

森も
り

蓮れ
ん

さ
ん
（
緑
陽
中
学
校
１
年
）
は
妹
の
美み

羽う

さ
ん

（
富
岸
小
学
校
５
年
）
と
参
加
。
「
看
護
師
の
お
母
さ
ん
が
仕

事
で
関
わ
っ
て
い
る
施
設
だ
っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
施
設
か

知
り
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
パ
ン
作
り
は
難
し
か
っ
た
で
す

が
、
優
し
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

夏休みハートフル体験学習

夏休みに特別な体験

　
８
月
20
日
㈪
、
市
は
、
登
別
温
泉
町
に
あ
る
桂
の
木

『
湯
守
り
の
桂
』
を
登
別
市
景
観
と
み
ど
り
の
条
例
に

基
づ
く
『
保
護
樹
』
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　
開
湯
160
年
を
迎
え
た
登
別
温
泉
を
見
守
っ
て
き
た
湯

守
り
の
桂
は
、
地
域
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
て
お
り
、
威

風
堂
々
と
し
た
そ
の
姿
を
次
代
へ
継
承
す
べ
き
『
保
護

樹
』
と
し
て
、
今
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て
保
護
・
保
全

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※�

市
は
、
景
観
・
み
ど
り
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://www.

city.noboribetsu.lg.jp/categories/bunya/
toshiseibi/keikan/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
湯
守
り
の
桂
』
を
保
護
樹
と
し
て
指
定

登
別
温
泉
を
見
守
る
大
樹

▲�推定樹齢約300年、高さ約20㍍、
幹周約390㌢㍍の『湯守りの桂』

▲�所在地（登別温泉町154－�
４）

◀�市の景観・み
どりづくりに
ついては、市
公式ウェブサ
イトに掲載し
ています

8
� 20
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

１０月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

問
い
合
わ
せ
　
同
校

�

（
☎
０
１
２
５
�
２
７
７
４
）

　
10
月
１
日
㈪
か
ら
７
日
㈰
ま
で
は

全
国
労
働
衛
生
週
間
で
す
。

　
北
海
道
労
働
局
で
は
、
労
働
者
の

健
康
管
理
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、

労
働
衛
生
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
30
日
㈰
ま
で
を
準
備
期
間
と

し
、
職
場
環
境
の
見
直
し
を
行
う
な

ど
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
局
労
働
基
準
部
健

康
課
（
☎
011

－
709

－

２
３
１
１
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

　
胆
振
総
合
振
興
局
管
内
の
沖
合
海

域
で
、
マ
ツ
カ
ワ
カ
レ
イ
（
タ
カ
ノ

ハ
、
タ
ン
タ
カ
）
の
放
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
海
域
で
、
全
長
35
㌢
㍍
未
満

の
マ
ツ
カ
ワ
カ
レ
イ
を
採さ

い

捕ほ

し
た
と

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　

・�
９
月
26
日
㈬
14
時
ご
ろ
…
市
内
全

域
・�

９
月
29
日
㈯
10
時
ご
ろ
…
幌
別
西

地
区

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

情
報
伝
達
訓
練
と
し
て
、
定
期
的

に
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

　
台
風
や
秋
雨
前
線
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
幌
別
ダ
ム
が
増
水
し
た
と
き

に
は
、
水
を
放
流
し
て
水
位
の
調
整

を
行
う
た
め
、
放
流
中
は
胆
振
幌
別

川
の
水
位
が
上
昇
し
ま
す
。

　
放
流
の
際
に
は
、
ダ
ム
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

放
送
や
警
報
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
す
。

※�

市
が
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無

線
の
サ
イ
レ
ン
と
は
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
北
海
道
企
業
局
室
蘭

地
区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所

�
（
☎
�
２
８
２
１
）

き
は
、
資
源
保
護
の
た
め
、
速
や
か

に
海
へ
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
胆
振
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
事
務
局
（
☎
�
９
８
１
２
）

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日

㈪
を
基
準
日
に
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る

最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全

国
約
370
万
世
帯
の
方
を
対
象
と
し
た

大
規
模
な
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
調

査
票
へ
の
記
入
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

っ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
27
年

10
月
１
日
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過

去
５
年
間
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
後
納
制
度
が
平
成
30
年
９
月
30

日
㈰
で
終
了
し
ま
す
。

　
後
納
制
度
に
よ
り
、
受
給
で
き
る

年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期

間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら

れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
室
蘭
年
金
事
務
所
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
（
☎
�
７
１
０
４
）

全
国
労
働
衛
生
週
間

～
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

　
み
ん
な
で
進
め
る
働
き
方
改
革
～

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

釣
り
人
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い

国
民
年
金
保
険
料
『
後
納
制
度
』

終
了
の
お
知
ら
せ

胆
振
幌
別
川
の
水
位
の

上
昇
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

美園町４～６丁目 10月１日㈪～
10月６日㈯　

９月18日㈫～
９月28日㈮　

富浦町１～５丁目、幸町、
登別本町、登別港町

10月８日㈪～
10月13日㈯　

９月25日㈫～
10月５日㈮　

片倉町、新栄町、札内町、
来馬町、富浦町（１～５
丁目を除く）

10月15日㈪～
10月20日㈯　

10月１日㈪～
10月12日㈮　

美園町１～３丁目 10月22日㈪～
10月27日㈯　

10月９日㈫～
10月19日㈮　

富岸町 10月29日㈪～
11月３日㈯　

10月15日㈪～
10月26日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』を貼って
出してください（１回につき５品まで）。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



講
座
や

展
示
会
な
ど

写真で語る昔の
◎
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

発
送
時
期
　
９
月
（
奇
数
月
ご
と
）

対�

象
診
療
月
　
平
成
30
年
５
月
・
６

月
分

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

発
送
時
期
　
９
月
下
旬
（
半
年
ご
と
）

対�

象
診
療
月
　
平
成
30
年
１
月
～
６

月
分

※�

本
通
知
は
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
、
請
求
書
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※�

医
療
費
控
除
の
申
告
の
際
に
、
医

　
新
築
や
改
築
を

し
た
方
、
表
示
板

を
紛
失
・
破
損
さ

れ
た
方
に
、
家
屋

な
ど
の
所
在
を
分

か
り
や
す
く
す
る

家
屋
表
示
板
を
無

償
で
配
布
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
９
月
28
日
㈮
ま
で
に
都

市
政
策
Ｇ
（
☎
�
３
２
３
０
）

問
い
合
わ
せ
　
同
校

�

（
☎
０
１
２
５
�
２
７
７
４
）

　
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
２

期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
第
４
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
３
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
普
通
徴
収
第
３
期
）
の
納

期
限
は
10
月
１
日
㈪
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

※�

市
教
育
委
員
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
求
職
中
で
障
が
い
の
あ

る
方
の
入
校
前
適
性
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

期
間
　
平
成
31
年
３
月
８
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

　
市
内
で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

指
導
し
て
い
る
団
体
や
個
人
、
会
員

を
募
集
し
て
い
る
団
体
の
情
報
を
ま

と
め
た
『
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
』

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
も
随
時
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

設�

置
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
、
各
支
所
、
市
民
会
館
、
市

民
プ
ー
ル
、
市
立
図
書
館
、
市
立

図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
各
青
少

年
会
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
若
草
つ
ど

い
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館

　
８
月
９
日
㈭
か
ら
18
日
㈯
の
日
程

で
、
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
デ
ン

マ
ー
ク
王
国
の
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド

フ
ュ
ン
市
を
訪
問
し
た
中
学
生
派
遣

交
流
団
に
よ
る
帰
国
報
告
会
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
貴
重
な
体
験
や
デ

ン
マ
ー
ク
王
国
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時
　
10
月
５
日
㈮
18
時
～
19
時
30

分
場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

内�

容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
生
活

体
験
や
研
修
の
報
告
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
28
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

平
成
31
年
度
入
校
前
適
性
相
談

～
障
が
い
の
あ
る
方
へ
～

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク

友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団

帰
国
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

第14回 『明治天皇北海道巡
じゅん

幸
こう

』
　

▲�富浦町に建つ『明治十四年御
ご

駐
ちゅう

蹕
ひつ

之
の

地
ち

』碑
ひ

　
明
治
14
年
９
月
４
日
、
明
治
天
皇
は
、
約
70

日
間
に
お
よ
ぶ
東
北
北
海
道
巡
幸
の
途
中
で
登

別
市
内
に
入
り
、
富
浦
町
の
高
台
に
建
て
ら
れ

た
仮
小
屋
の
中
で
、
坂
の
下
か
ら
く
ん
で
き
た

湧
き
水
を
飲
ま
れ
、
幌
別
町
で
昼
食
を
取
り
、

鷲
別
町
で
小
休
止
を
は
さ
ん
で
室
蘭
市
に
向
か

い
ま
し
た
。

　
現
在
の
登
別
小
学
校
付
近
か
ら
富

浦
墓
地
付
近
ま
で
の
区
間
は
、
大
変

急
な
坂
道
で
あ
っ
た
た
め
、
馬
車
を

引
く
馬
だ
け
で
は
登
り
き
る
こ
と
が

で
き
ず
、
近
隣
の
住
民
に
馬
車
を
後

ろ
か
ら
押
し
て
も
ら
っ
て
、

よ
う
や
く
登
り
き
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
と
き
の
巡
幸
を
記

念
し
た
石
碑
は
、
北
海
道

内
の
各
地
に
残
さ
れ
て
お

り
、
市
内
に
は
富
浦
町
、

中
央
町
（
幌
別
町
か
ら
移

転
）
、
鷲
別
町
に
そ
れ
ぞ

れ
建こ

ん

立り
ゅ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。

－明治14年９月４日－

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）
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１頭につき
3,110円

　
自
殺
予
防
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
の
普
及
を
行
う
た
め
、
自
殺
予
防

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
９
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

場
所
　
ア
ー
ニ
ス
２
階

問�

い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

　
消
防
団
員
の
消
防
技
術
の
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
日
頃
の

訓
練
に
よ
り
培
っ
た
消
防
技
術
を
競

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

生
活
を
い
つ
ま
で
も
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支

援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時
　
９
月
26
日
㈬
19
時
（
18
時
30

分
開
場
）

場�

所
　
室
蘭
市
市
民
会
館
（
室
蘭
市

輪
西
町
２
丁
目
５

－

１
）

演�

題
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

の
社
会
参
加
で
き
る
街
づ
く
り
の

構
築

講�

師
　
ね
り
ま
健
育
会
病
院
院
長
・

酒さ

向こ
う

正ま
さ

春は
る

さ
ん

う
消
防
訓
練
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時
　
９
月
23
日
㈰
13
時

※
雨
天
中
止
。

場
所
　
幌
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内�

容
　
６
消
防
分
団
に
よ
る
消
防
団

技
術
応
用
訓
練
、
女
性
分
団
に
よ

る
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

日
時
　
10
月
１
日
㈪
18
時
～
19
時

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

内�

容
　
中
国
古
典
の
論
語
、
孔
子
の

一
族
に
ま
つ
わ
る
逸
話
な
ど

講�

師
　
孔
子
第
76
代
目
南
方
子
孫
・

孔コ
ウ

　
佩ハ

イ

群グ
ン

（
市
職
員
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
９
月
28
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

　
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
多
く
の
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時
　
10
月
６
日
㈯
13
時
～
15
時
55

分
（
12
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

場�

所
　
登
別
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー

ル
内�

容
　
町
内
会
が
抱
え
る
問
題
と
そ

の
対
策
に
関
す
る
講
話
や
意
見
交

換
定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
10
月
１
日
㈪
ま
で
に
市

民
協
働
Ｇ
（
☎
�
１
０
７
９
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展

平
成
30
年
度

登
別
市
消
防
訓
練
大
会

合
同
研
修
会
の
お
知
ら
せ

～
西
胆
振
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
会
議
～

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

平
成
30
年
度
第
４
回

国
際
理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

登
別
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

秋の狂犬病予防注射を行います9/30㊐

◎展示期間
月日 展示場所

９月３日㈪～７日㈮ 市役所
９月10日㈪～17日㈪ アーニス
９月19日㈬～23日㈰ 市立図書館
９月25日㈫～28日㈮ 婦人センター
10月１日㈪～５日㈮ 鷲別公民館
10月９日㈫～12日㈮ 登別温泉ふれあいセンター
10月15日㈪～19日㈮ 市民会館
10月22日㈪～26日㈮ 市民活動センター

◎日程表（雨天決行）
実施時間 実施地区 実施場所

９時00分～９時10分 鷲別町３丁目 鷲別公民館
９時20分～９時30分 若草町４丁目 のびのび公園
９時40分～９時50分 富岸町２丁目 富岸青少年会館
10時５分～10時15分 若山町２丁目 あかしや広場
10時35分～10時45分 富士町７丁目 老人福祉センター
11時00分～11時10分 千歳町３丁目 幌別中学校
11時30分～11時40分 登別本町１丁目 登別中学校
11時50分～12時00分 登別本町２丁目 円山・石山通交差点

論 語 の 展 示 会
　先達が残した論語の知恵や教訓を身近に
感じてもらうため、論語に関する展示会を
開催します。

※市内・市外の獣医科医院でも接種することができます。
※�市外で接種した場合は、登別市が発行している狂犬病予防注射済
票の発行手続きが必要です。
▶問い合わせ　環境対策グループ
� （クリンクルセンター内・☎�２９５８）

▶問い合わせ　企画調整グループ（☎�１１２２）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
集
や

試
験
な
ど

る
20
歳
以
上
の
方

定
員
　

・
文
化
事
業
委
員
…
１
人

・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
員
…
１
人

任
期
　
２
年
間

申
込
期
限
　
９
月
14
日
㈮

申�

し
込
み
　
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
市
民
会
館
２
階
）

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
財
団
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
同
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
皆
さ
ん

の
声
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

　
市
は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
参

加
の
促
進
を
支
援
す
る
手
話
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日�

時
　
10
月
11
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
28
日
ま
で
の
木
曜
日
13
時
15
分

～
16
時
30
分
（
全
12
回
）

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
手
話
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講

座
（
入
門
課
程
）
を
修
了
さ
れ
た

方
ま
た
は
同
等
程
度
の
技
術
を
習

得
さ
れ
て
い
る
方

内�

容
　
手
話
で
話
す
日
常
会
話
の
基

礎
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

生
活
背
景
や
福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
３
千
240
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限
　
９
月
21
日
㈮

申�

し
込
み
　
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
グ
ル
ー
プ
に

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
（
思
050

－

３
７
３
０

－

８
２
３

０
、
Ｅ
メ
ー
ル
：welfare2@

cit�
y.noboribetsu.lg.jp

）

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
30
年
度
手
話
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）
の

受
講
者
募
集

　登別市嘱託員を募集します　

職種 募集
人数 勤務地 業務内容 給料月額 勤務時間 休日など 資格など

児童
厚生員 １人 富士

児童館

遊具や図書などを
用いて、児童に健
全な遊びを指導す
る業務

138,400円
・�12時～17時（３
月～10月）
・�12時～16時30分
（11月～２月）

日曜日、
祝日など

昭和29年４月２日から
昭和63年４月１日まで
に生まれた方で、保育
士などの資格または教
員免許を有する方

業務員 １人 水道グ
ループ

水道の検針や開・
閉栓、漏水の調査
などに関する業務

133,600円
・�９時～15時30分
（月～木曜日）
・�９時～15時45分
（金曜日）

土・日曜
日、祝日
など

昭和29年４月２日から
昭和58年４月１日まで
に生まれた方

問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

問い合わせ

企画調整
グループ
（☎�1122）

～自宅に眠っている携帯電話などをお寄せください～

◆申込期限　９月14日㈮まで（受け付けは平日の９時～17時30分）
◆�申込方法　人事・行政管理グループや各支所に備え付けまたは市公式ウェブサイトに掲載の
申込書に必要事項を記入の上、人事・行政管理グループへ持参

◆任用期間　10月１日㈪～平成31年３月31日㈰（任用期間の更新あり）
◆試験日・場所　９月20日㈭・市役所（詳しい場所や時間については後日通知）
◆試験方法　面接試験
◆募集職種・勤務条件など

　同プロジェクトでは、小型家電から抽出したリサイクル金属
を使って、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の
約5,000個のメダルをつくることに挑戦します。
　ホストタウンに登録されている本市も同プロジェクトに参加
し、環境省や東京2020組織委員会と連携しながら、取り組みを
進めていきます。

◎回収ボックスの設置日・設置場所　
　９月30日㈰・総合体育館
◎当日のイベント名　
　リオデジャネイロオリンピック卓球日本代表
　丹

に

羽
わ

孝
こう

希
き

さんトークショー＆実技指導

ホストタウン関係のイベント時に回収ボックスを設置します
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試
験
日
・
場
所
　

①�

10
月
14
日
㈰
・
室
蘭
市
、
札
幌
市

な
ど

②�

11
月
４
日
㈰
・
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
（
一
部
の
試
験
場
所
の

み
）
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）
、

丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

①�

９
月
７
日
㈮
～
14
日
㈮
（
書
面
申

請
）
、
９
月
４
日
㈫
～
11
日
㈫

（
電
子
申
請
）

②�

９
月
27
日
㈭
～
10
月
４
日
㈭
（
書

面
申
請
）
、
９
月
24
日
㈪
～
10
月

１
日
㈪
（
電
子
申
請
）

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
一
般
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

試�

験
日
・
場
所
　
11
月
４
日
㈰
・
苫

小
牧
市
、
札
幌
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
（
特
類
、
第
１
～
５

類
）
、
乙
種
（
第
１
～
７
類
）

受�

験
願
書
受
付
期
間
　
９
月
27
日
㈭

～
10
月
４
日
㈭
（
書
面
申
請
）
、

９
月
24
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪
（
電

子
申
請
）

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
一
般
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

平
成
30
年
度 

第
５
・
６
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

平
成
30
年
度 

第
３
回

消
防
設
備
士
試
験

パブリックコメント（意見公募）のお知らせ
募集期間　９月３日㈪～10月２日㈫

案件名 登別市議会議員及び登別市長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正（案） 幌別地区と鷲別地区の消防体制について（案）

担当
グループ

選挙管理委員会事務局総務グループ
〒059－8701中央町６丁目11

（☎�９１４３・思�９０１０）
Ｅメール：senkan@city.noboribetsu.lg.jp

消防本部総務グループ
〒059－0012中央町６丁目11

（☎�９６１１・思�９６１１）
Ｅメール：firedep@city.noboribetsu.lg.jp

意見の
提出方法

　パブリックコメントの閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名、②住所、③
氏名、④電話番号、⑤意見を記入し、閲覧場所に備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送ま
たはファクス、Ｅメールで各担当グループに提出してください。

案件名
登別市本庁舎建設基本構想
（案）
募集期間（終了）
　６月６日㈬～７月５日㈭

登別市消防表彰条例及び登
別市消防表彰条例施行規則
の全部改正（案）
募集期間（終了）
　７月２日㈪～31日㈫

意見数 １件 ０件
問い
合わせ

総務部総務グループ
（☎�１１３０）

消防本部総務グループ
（☎�９６１１）

意見募集の結果をお知らせします

意見を募集します

　消防本部は、消防体制の強化を図るため、
消防本署と鷲別支署を統合した新消防本署
の消防体制や新庁舎の規模、建設位置など、
幌別地区と鷲別地区の消防体制についてま
とめた構想案について説明会を開催します。
▶日時・場所　
・９月19日㈬13時30分・登別温泉公民館
・９月19日㈬18時・婦人センター
・９月20日㈭18時・鷲別公民館
・９月21日㈮18時・鉄南ふれあいセンター
▶問い合わせ　消防本部総務グループ
� （☎�９６１１）

　募集中の意見や募集結果などは、市役所１階市民ロビー、
各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市立図書館アー
ニス分館、市民活動センター、各意見募集の担当グループに
備え付けるほか、市公式ウェブサイトにも掲載しています。

パブリックコメントの閲覧場所

市民説明会を開催します
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市職員出前フリートーク

◎
自
衛
官
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

申
込
期
間
　
９
月
12
日
㈬
ま
で

◎
一
般
曹
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

申
込
期
間
　
９
月
７
日
㈮
ま
で

◎
防
衛
大
学
校
　

対�

象
　
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
高

等
専
門
学
校
３
年
次
を
修
了
し
た

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

申
込
期
間
　
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

◎
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

　
学
生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

対�

象
　
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
高

等
専
門
学
校
３
年
次
を
修
了
し
た

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

申
込
期
間
　
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

◎
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
　

対�

象
　
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
高

等
専
門
学
校
３
年
次
を
修
了
し
た

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

申
込
期
間
　
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
�
９
５
３
３
）

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
�
１
９
１

１
）

日
時
　

・�

基
礎
講
習
…
９
月
23
日
㈰
９
時
～

14
時

・�

養
成
講
習
…
９
月
23
日
㈰
14
時
～

17
時
、
29
日
㈯
９
時
～
17
時
、
30

日
㈰
９
時
～
17
時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
15
歳
以
上
で
全
て
の
講
習
を

受
講
で
き
る
方

※�

基
礎
講
習
の
み
の
受
講
も
可
能
で

す
。

内�

容
　
専
門
の
指
導
員
に
よ
る
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
、
傷
の
手
当
て
、
止
血
方
法
、

搬
送
・
救
護
な
ど
の
講
習

※�

全
課
程
を
修
了
し
た
方
に
は
『
受

講
証
』
を
、
最
終
日
の
検
定
合
格

者
に
は
『
認
定
証
』
を
交
付
し
ま

す
。

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　

・
基
礎
講
習
…
１
千
500
円

・
養
成
講
習
…
１
千
700
円

※�
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
学
校
に

通
学
す
る
生
徒
・
学
生
の
方
は
、

受
講
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
日

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

赤
十
字
救
急
法

基
礎
講
習
・
救
急
員
養
成
講
習

充実した生活を過ごすための先達の知恵
『論語にふれてみませんか』
あなたのお金が狙われています
『消費者トラブルを防ぐために』
環境にやさしいまちを目指して
『ごみの正しい分別方法』
知っていますか
『マイナンバー制度』
あなたの熱意がまちを元気に
『登別市の創業支援』
備えは大丈夫ですか
『防災』

暮らしを守り、信頼される水道供給
『登別市水道事業について』
図書館司書による
『暮らしに役立つ図書館の活用術』
古文書解読のススメ
『資料が語る登別の歴史』
学芸員による
『縄文出前講座』
ご存知ですか、地域で支える
『成年後見支援制度』
健診デビューしませんか
『特定健診で生活習慣病予防』

　皆さんが知りたいテーマについて、市職員が分かりやすくお話しします。町内会での勉強会や
友人同士の集会などに、ぜひご活用ください。
▶実施日　希望する日時
※都合により実施できない場合があります。
▶場所　会場の手配は、申し込みをした方にお願いしています
▶テーマ　自由（おすすめのテーマを参考にしてください）
▶人数　５～20人程度のグループ
▶�申し込み　希望する実施日、場所、テーマ、人数を電話などにより企画調整
グループにお知らせください
▶問い合わせ　企画調整グループ（☎�６５８６）

お
す
す
め
の
テ
ー
マ

21  ２０１８．９月号  くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



□✓収集時は立ち会い、収集量を確認してください
□✓クリーンチケットで支払う場合は、事前にご用意ください
□✓収集日は天候などにより前後することがあります
□✓転居・転出される方は必ず最終くみ取りを行ってください
臨時収集・最終くみ取りなどの申し込み　
株式会社東洋興業（☎�２９３５）
※�受付時間は９時～16時（土・日曜日、祝日、12月31日㈪～
平成31年１月４日㈮を除く）です。

※�11月10日㈯から14日㈬までは、し尿投入施設の点検整備の
ため、収集は行いません。

※年内の申し込みは、12月20日㈭までです。
料金などに関する問い合わせ　
環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

定期収集を行っていない地域の方や
臨時の収集を希望される方は、５日
程度の余裕をみて申し込みください

カルルス町、上登別町、登別温泉町、
中登別町、登別港町、札内町、来馬
町、鉱山町、川上町、幸町、新栄町、
千歳町１～３丁目、千歳町の一部、
常盤町、富士町、新川町、桜木町、
緑町、青葉町、富岸町の一部

町名 丁目 収　　集　　月　　日
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

登別本町

１丁目 19・20・22 11・12 ４・５ 16・18

２丁目 23～27 13・14・15・17・
18

６・７・８・９・
12

19・20・22・23・
25

３丁目 29・30 19 13 26

登別東町

１～３丁目 31 １・２・５・６ 20・21・22・25 14・15・16・18・
19 27～30

４丁目 15・16・17・19・
20・21 ８～12 22・23・25・26・

27
５丁目 22・24 15・16 28 １

富 浦 町 全　　域 １～６ 26～30 17・18・19・21・
22 ２・４・５・６・７

千 歳 町 ４～６丁目 ９・10 １・３ 23・24 ８・９
幌 別 町 全　　域 13・15・16 ６～８ 29～31 13・14
中 央 町 全　　域 ７・８ 26～28 20・21
柏 木 町 全　　域 17・18 10 １・２ 15
片 倉 町 全　　域 11・12 ４・５ 25・26・28 11・12
大 和 町 全　　域 11・12 28・29 19・21 ４・５
若 山 町 全　　域 13・15 30 １ 22 ６・７
富 岸 町 １～３丁目 23・24 10・11 31 １ 15・16・18

新 生 町
１～３丁目 ５・６ 22・25・26 14～16 29・30
４～６丁目 ７・８ 27・28 18・19

栄　 町 全　　域 15・16 ８・９ 20・21

鷲 別 町
１～３丁目 １～４ 17・19・20・21 10～12 22・23・25・26
４～６丁目 ５・６・９・10 22・24・26・27 15～18 27・28 １・２

若 草 町
１～４丁目 16・17 ３・４ 23・24 ８・９・11
５・６丁目 18・19 ５・６ 25・26・28 12・13

美 園 町
１～４丁目 25・26・27・29 12・13・14・15・

17
２・４・５・６・

７ 19・20・22・23

５・６丁目 30・31 １・２ 18～21 ８・９・12・13 25～28
上鷲別町 全　　域 20・22 ７・８ 29・30 14

し尿収集日のお知らせ
◎し尿収集日程表（定期収集地域）

◎定期収集を行っていない地域

平成30年10月～平成31年３月
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 10月20日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

10月12日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

９月22日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

９月21日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所（室蘭市
寿町）

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎189）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

９月20日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

９月13日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 無期転換ルールや賃金などの

労働条件、職場内のいじめ
（パワーハラスメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

９月21日㈮、10月16
日㈫
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
９
月
14
日
㈮
10
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
し
た

運
動
と
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長

と
の
関
係
に
つ
い
て

講�

師
　
北
斗
文
化
学
園
・
髙た

か

山や
ま

晃こ
う

作さ
く

さ
ん

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
、
飲

み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）
な
ど

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
９
月
13
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

日
時
　
９
月
18
日
㈫
11
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

２
階
（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

日
時
　
９
月
15
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
体
操
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
９
月
28
日
㈮
10
時
～
12
時

日�

時
　
９
月
27
日
㈭
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
初
め
て
の
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
方

内�
容
　
妊
婦
同
士
の
交
流
や
先
輩
マ

マ
と
の
情
報
交
換

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
９
月
26
日
㈬
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

そ
の
保
護
者

内�

容
　
亀
田
記
念
公
園
で
親
子
徒
競

走
や
玉
入
れ
な
ど

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
防

寒
着
、
手
袋
、
昼
食
、
飲
み
物

（
お
茶
ま
た
は
水
）
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
27
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

集
合
場
所
　
川
上
公
園
駐
車
場

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
郷
土
資
料
館
で
、
展
示
品
の

見
学
と
お
米
の
精
米
体
験

※
晴
天
時
は
屋
外
で
も
活
動
し
ま
す
。

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

１フ
ァ
ー
ス
トst
Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所

４～５カ月児健康診査
（平成30年５月生まれ）

10月４日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成29年12月生まれ）

10月17日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成29年３月生まれ）

10月24日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年８月27日～
９月30日生まれ）

10月11日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

10月18日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



内�

容
　
沐も

く

浴よ
く

・
抱
っ
こ
・
オ
ム
ツ
交

換
の
体
験
実
習
、
妊
婦
体
験
な
ど

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
９
月
３
日
㈪
か
ら
28
日

㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た

21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

理
劇
）
で
表
現
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
子
育
て
の
大
変
さ
と

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
25
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
を

も
つ
保
護
者

講�

師
　
室
蘭
工
業
大
学
教
授
臨
床
心

理
士
認
定
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
テ
ィ
ス

ト
・
前ま

え

田だ

潤じ
ゅ
ん

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
９
月
10
日
㈪
か
ら
14
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
９
月
22
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

２
階
（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
森
の
恵
み
、
自
然
の
色
で
布

を
染
め
る
草
木
染
め
体
験

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

（
長
靴
）
、
コ
ッ
プ
、
箸
ま
た
は

日
時
　
10
月
１
日
㈪
10
時
～
15
時

※�
12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

日
時
　
10
月
３
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
妊
娠
し
て
い
る
方
と
そ
の
家

族
内�

容
　
屋
内
で
の
自
由
遊
び
、
工
作
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

ス
プ
ー
ン
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た

は
水
）
、
帽
子
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
10
月
16
日
か
ら
12
月
18
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
10
時
30
分
～
11

時
30
分
（
全
10
回
）

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

対�

象
　
同
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が

な
い
４
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ

お
母
さ
ん

内
容
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
な
ど

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
託
児
料
含
む
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
９
月
３
日
㈪
か
ら
７
日

㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た

21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

　
心
の
悩
み
を
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
（
心

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
つ
ら
つ
マ
マ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

～
秋
コ
ー
ス
参
加
者
募
集
～

子
育
て
応
援
『
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
を

体
験
し
て
み
よ
う
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

日時 診療所・住所・電話番号

９月２日㈰
９時～11時

いしい歯科� （☎�３３６７）
室蘭市東町２丁目22－６
くどう歯科クリニック�（☎�００４８）
登別市富岸町２丁目11－３

９月９日㈰
９時～11時

いちはし歯科� （☎�４３２３）
室蘭市本輪西町３丁目６－13
福田歯科クリニック伊達医院
� （☎０１４２�３７８７）
伊達市旭町１－１

９月16日㈰
９時～11時

岩倉歯科� （☎㊺７１１７）
室蘭市水元町12－６

９月17日㈪
９時～11時

御
ご

前
ぜん

水
すい

歯科クリニック�（☎㉔８１４８）
室蘭市御前水町２丁目６－20

９月23日㈰
９時～11時

宇賀歯科医院� （☎㉒６９８９）
室蘭市中央町２丁目９－10

９月24日㈪
９時～11時

柴田歯科医院� （☎�１０２２）
室蘭市中島町１丁目24－７

９月30日㈰
９時～11時

奥村歯科医院� （☎㉒２３６６）
室蘭市母恋北町２丁目４－12

10月７日㈰
９時～11時

金子歯科医院� （☎�２６２１）
室蘭市東町４丁目18－18
さとう歯科小児歯科�（☎�１４１４）
登別市新生町２丁目14－１

10月８日㈪
９時～11時

谷口歯科医院� （☎㉓９０９０）
室蘭市御前水町２丁目１－16

９月～10月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）
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日�

時
　
10
月
２
日
㈫
９
時
30
分
～
13

時
場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対�

象
　
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
動
き
や

す
い
服
装
、
着
替
え
、
帽
子
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
３
日
㈪
か
ら
７
日

日�

時
　
10
月
16
日
㈫
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
鷲
別
公
民
館

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
保
護
者

内�
容
　
食
生
活
を
通
し
て
免
疫
力
を

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
10
月
23
日
㈫
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内�
容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
育
講

座

定
員
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
19
日
㈬
か
ら
21
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
10
月
30
日
か
ら
11
月
27
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
10
時
～
12
時

（
全
５
回
）

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
２
歳
６
カ
月
か
ら
３
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�
容
　
手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
９
月
25
日
㈫
か
ら
28
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

高
め
る
方
法
に
つ
い
て

講�

師
　
ツ
ケ
ダ
薬
局
保
健
師
・
附つ

け

田だ

綾あ
や

さ
ん
（
漢
方
ス
タ
イ
リ
ス
ト
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
９
月
３
日
㈪
か
ら
14
日

㈮
ま
で
の
13
時
～
17
時
ま
で
に
鷲

別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

１
２
３
５
）

森
で
遊
ぼ
う�『
親
子
バ
ス
遠
足
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

子
育
て
講
演
会
『
子
ど
も
の

免
疫
力
を
高
め
よ
う
』

～
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

０
歳
児
は
い
は
い
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

あ
そ
び
の
広
場
２
歳
児
グ
ル
ー
プ

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

●●● 千円ドックを受診しませんか ●●●
日時 ①11月５日㈪

９時～　
②11月12日㈪
９時～　

③11月13日㈫
９時～　

④11月30日㈮
　９時30分～

場所 市民会館 鷲別公民館 労働福祉センター 鉄南ふれあい
センター

対象 国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入している40歳以上の方

検査
項目

○必須項目
　身体計測、血圧・視力・聴力測定、尿・血液（血糖、脂質、肝・腎機能、貧血）
検査、心電図検査、眼底検査、大腸がん検診（便潜血）、肺がん検診
○選択項目（無料）
　胃がん検診（バリウム）
　前立腺がん検診…治療中でない50歳以上の男性対象

定員 各日60人（申し込み順） 各日30人（申し込み順）

料金 1,000円
※保険税（料）に滞納がある方は検査料金が異なります。

持ち物 特定健診または健康診査の受診券

※特定健診や健康診査、脳ドック、短期人間ドックとの重複受診はできません。
▶�申し込み　①は９月６日㈭から10月12日㈮まで、②・③は９月６日㈭から10月19日
㈮まで、④は９月６日㈭から10月26日㈮までに国民健康保険グループ（☎�１７７
１）、年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）

新入学児童健康診断を必ず受診してください

会場（入学予定校） 健康診断日時 簡易テスト日時
登別小学校 10月15日㈪12時30分～ 10月29日㈪13時50分～
幌別小学校 10月17日㈬12時30分～ 10月３日㈬13時～　　
幌別西小学校 10月11日㈭12時30分～ 10月31日㈬14時～　　
幌別東小学校 10月19日㈮12時30分～ 10月23日㈫14時10分～
青葉小学校 10月16日㈫12時30分～ 10月23日㈫13時～　　
富岸小学校 10月２日㈫12時30分～ 10月25日㈭14時～　　
若草小学校 10月23日㈫12時30分～ 10月25日㈭13時15分～
鷲別小学校 10月10日㈬12時30分～ 10月18日㈭13時50分～

　平成31年４月から小学校へ入学する児童の健康診断と簡易テス
トを行います。この健康診断は、入学にあたっての健康指導や入
学後の保健指導などに役立てる大切なものですので、必ず受診し
てください。
▶対象　平成24年４月２日から平成25年４月１日生まれの方

※�対象世帯で、９月21日㈮までに通知が届かないときは、問い合
わせください。

▶問い合わせ　学校教育グループ（☎�１１６２）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

日�

時
　
９
月
８
日
㈯
14
時
30
分
～
16

時
場�

所
　
室
蘭
・
登
別
保
健
セ
ン
タ
ー

３
階
（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
20

－

６
）

内
容
（
講
師
）
　

・�『
内
科
救
急
の
お
話
～
消
化
器
疾

患
を
中
心
に
～
』
（
市
立
室
蘭
総

合
病
院
消
化
器
内
科
部
長
・
清し

水み
ず

晴は
る

夫お

さ
ん
）

　
ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
特
定
健

診
を
受
け
て
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
で
、
国

民
健
康
保
険
の
医
療
費
が
抑
制
さ
れ
、

・�『
救
急
に
関
す
る
消
化
器
疾
患
～

外
科
の
立
場
か
ら
～
』
（
日
鋼
記

念
病
院
外
科
科
長
・
喜き

納な

政ま
さ

哉や

さ

ん
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
市
医
師
会
事
務

局
（
☎
�
４
３
９
３
）

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
受
診
率
を
把
握
す
る
た
め
、
職
場

や
通
院
先
で
特
定
健
診
に
類
似
す
る

検
査
を
受
け
て
い
る
方
は
、
国
民
健

康
保
険
グ
ル
ー
プ
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

�

（
☎
�
１
７
７
１
）

『
救
急
の
日
』
市
民
健
康
教
室

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ん
へ
～

申 し 込 み

子宮頸がん検診 乳がん検診

日時
11月18日㈰

午前の部　９時～ 午前の部　８時30分～
午後の部　13時～ 午後の部　12時30分～

場所 しんた21
対象 偶数月生まれの20歳以上の女性 偶数月生まれの40歳以上の女性
内容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィー検査
定員 午前100人、午後100人 午前100人、午後80人
料金 1,700円 2,200円

（50歳以上は1,900円）

日時
11月２日㈮ 11月５日㈪

13時30分～14時30分
場所 しんた21

対象
19歳から39歳までの健診を受ける機会のない
方
※�今年度40歳になる方、学生、妊婦は対象外
です。

内容 身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査（貧血、コレステロール、血糖値）
定員 各日60人（定員を超えた場合は抽選）

料金 1,500円（登別市国民健康保険の加入者は無料です）

※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護世帯、市民税非課税世
帯は無料です。
※�午前の子宮頸がん検診のみ託児ができますので、事前に申し出ください。
※�４月１日現在で、子宮頸がん検診は20歳の方に、乳がん検診は40歳の方に発送した無
料クーポン券も使用できます。
※�定員を超えた場合は抽選になります。
▶�申し込み　９月28日㈮までに、希望する検診名、日時（午前・午後）、氏名（ふりが
な）、生年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、託児する子どもの名前・年齢を
記入し、郵送またはファクス、Ｅメールで健康推進グループ（〒059－0016片倉町６
丁目９－１、思�０１１１、Ｅメール：shinta21@city.noboribetsu.lg.jp）
▶問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

※�託児を行いますので、希望者は申し込み時に申し
出ください。
※�健診の結果によって、後日、保健指導があります。
※�当日の案内は健診の７日前までに個別通知します。
▶申込期限　10月１日㈪
▶�申込方法　若い世代の健康診査を希望する旨を記
載の上、希望する受診日程、氏名（ふりがな）、
生年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、託
児する子どもの名前・年齢（希望者のみ）を記入
し、郵送またはファクス、Ｅメールで健康推進グ
ループ（〒059－0016片倉町６丁目９－１、思�
０１１１、Ｅメール：shinta21@city.noboribet�
su.lg.jp）
▶問い合わせ　健康推進グループ
� （しんた21内・☎�０１００）

子宮頸
けい

がん・乳がん検診を受診しませんか

若い世代の健康診査
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

９
月
号

講�

師
　
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
取
締
役
・
岩い

わ

浅さ

眞ま

純す
み

さ
ん
（
登

別
市
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
剪
定
バ
サ
ミ
、

剪
定
作
業
に
適
す
る
服
装

申�

し
込
み
　
９
月
３
日
㈪
か
ら
11
日

㈫
ま
で
に
土
木
・
公
園
Ｇ
（
☎
�

４
１
１
５
）

　
毎
週
月
曜
日
と
祝
日
、
９
月
18
日

㈫
、
最
終
金
曜
日
（
９
月
28
日
㈮
）

は
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�
時
・
内
容
　
①
９
月
８
日
㈯
10
時

～
11
時
30
分
…
『
四
つ
ん
ば
い
機

能
体
操
』
、
②
９
月
22
日
㈯
10
時

～
11
時
30
分
…
『
心
肺
と
循
環
機

能
体
操
』

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申
し
込
み
　
①
は
９
月
６
日
㈭
ま
で
、

②
は
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な�

�

（
☎
�
７
１
３
３
）

　
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
う

年
長
児
の
読
書
感
想
画
応
募
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展�

示
期
間
・
場
所
　
９
月
８
日
㈯
ま

で
…
婦
人
セ
ン
タ
ー
、
９
月
15
日

㈯
ま
で
…
市
立
図
書
館
・
鷲
別
公

民
館

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
９
月
８
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

日�

時
　
９
月
８
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
英
会
話
初
心
者
が
カ
フ
ェ
で

英
会
話
の
勉
強

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
300
円
～
350
円
（
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

申�

し
込
み
　
９
月
６
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

　
９
月
９
日
㈰
は
終
日
休
館
し
、
23

日
時
　
９
月
11
日
㈫
10
時
～
15
時

場
所
　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
洋
裁
道
具
、
昼
食

申�

し
込
み
　
９
月
７
日
㈮
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３
０
７
）

日�

時
　
９
月
16
日
㈰
10
時
～
11
時
30

日
時
　
９
月
22
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
９
月
12
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分

※
雨
天
時
は
９
月
14
日
㈮
に
延
期

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

　
在
来
植
物
を
守
る
た
め
に
、
特
定

外
来
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
オ
オ

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
』
を
取
り
除
き
ま
す
。

日
時
　
９
月
９
日
㈰
10
時

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

持
ち
物
　
長
靴
、
軍
手

問�

い
合
わ
せ
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
８
４
７
０
）

日�

時
　
９
月
９
日
㈰
15
時
30
分
（
15

時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容
　
登
別
合
唱
協
会
所
属
団
体
な

ど
に
よ
る
合
唱

入
場
料
　
500
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
合
唱
協
会
会
長
・

上か
み

出で

さ
ん
（
☎
�
４
７
１
０
）

市
立
図
書
館 

休
館
情
報

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

年
長
児
の
読
書
感
想
画
を

展
示
し
ま
す

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

『
ス
マ
イ
ル
』

市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

休
館
の
お
知
ら
せ

傘か
さ

布ぬ
の

を
使
っ
て
の

マ
イ
バ
ッ
グ
・
エ
プ
ロ
ン
作
り

初
秋
の
観
察
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

『
剪せ

ん

定て
い

実
技
教
室
』

～
み
ど
り
の
講
習
会
～

キ
ウ
シ
ト
湿
原
の

外
来
種
駆
除
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

第
54
回
市
民
文
化
祭
『
登
別

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
40
』

日
㈰
は
18
時
ま
で
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル

�

（
☎
�
５
５
８
８
）

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

分
（
９
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
車
を
乗
り
合
わ
せ
て
来

園
く
だ
さ
い
。

内�

容
　
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
秋
の

花
を
観
察

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
靴
、
長
袖
服

申�

し
込
み
　
９
月
15
日
㈯
ま
で
に
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
８
４
７
０
）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
10
月
６
日
㈯
・
20
日
㈯
13
時

30
分
～
15
時

場
所
　
市
立
図
書
館

日�

時
　
９
月
29
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
登
別
温
泉
の
成
り
立
ち
と
あ

ゆ
み
を
学
び
ま
す

講�

師
　
登
別
郷
土
文
化
研
究
会
会
長
・

日ひ

野の

安や
す

信の
ぶ

さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
15
時

～
17
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

対
象
　
男
性

内�

容
　
夕
食
の
お
か
ず
１
品
と
酒
の

さ
か
な
作
り

定
員
　
各
日
８
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
日
１
千
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申�

し
込
み
　
９
月
13
日
㈭
ま
で
に
櫻さ

く
ら

井い

さ
ん
（
☎
090

－

６
２
６
３

－

１

７
３
３
）

日�

時
　
10
月
５
日
㈮
16
時
30
分
～
18

時
30
分

場�
所
　
北
海
道
電
力
㈱
室
蘭
支
店

（
室
蘭
市
寿
町
１
丁
目
６

－

25
）

対
象
　
小
学
３
～
６
年
生�

申�

し
込
み
　
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
同

支
店
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
㊼

１
１
１
７
）

日
時
　
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
10
時

場
所
　
室
蘭
工
業
大
学

対�

象
　
代
表
者
が
高
校
生
以
上
の
個

人
ま
た
は
団
体

参�

加
料
　
１
区
画
（
２
㍍
×
２
・
５

㍍
）
１
日
200
円

申
込
期
限
　
９
月
14
日
㈮
（
必
着
）

申�

し
込
み
　
任
意
の
様
式
に
出
店
希

望
日
、
希
望
区
画
数
（
３
区
画
ま

で
）
、
代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま

　
ア
イ
ヌ
民
族
や
侍
、
四
国
・
淡
路

の
人
々
に
関
す
る
資
料
を
通
し
て
、

明
治
期
の
登
別
を
振
り
返
り
ま
す
。

期
間
　
９
月
22
日
㈯
～
12
月
24
日
㈪

場
所
　
郷
土
資
料
館

入
館
料
　
190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

※�

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

の
式
典
が
行
わ
れ
る
９
月
22
日
㈯

は
、
同
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
・
対
象
　

◎�

シ
ニ
ア
…
９
月
26
日
㈬
17
時
30
分

（
受
付
17
時
～
）
・
市
内
に
居
住

ま
た
は
通
勤
す
る
60
歳
以
上
の
方

◎�

一
般
…
10
月
12
日
㈮
18
時
30
分

（
受
付
18
時
～
）
・
市
内
に
居
住

ま
た
は
通
勤
す
る
18
歳
以
上
の
方

『
は
じ
め
て
の
油
絵
教
室
』

郷
土
史
講
座
『
登
別
温
泉
の
歴
史
』

『
男
の
料
理
教
室
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

科
学
で
あ
そ
ぼ

『
お
も
し
ろ
実
験
室
』

イ
ンin

室
蘭

～
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
作
ろ
う
～

工
大
祭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

郷
土
資
料
館 

特
別
展

『
明
治
期
の
登
別
』

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
シ
ニ
ア
・
一
般
）

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
同
大
学
ス
タ

ジ
オ
催
事
フ
リ
マ
係
（
〒
050

－

８

５
８
５
室
蘭
市
水
元
町
27

－

１
、

☎
080

－

６
０
２
５

－

３
２
５
２
、

Ｅ
メ
ー
ル
：fleasaiji@

gm
ail.co�

m

）

場
所
　
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ
ル
室
蘭

定
員
　
各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
１
千
600
円

競�

技
方
法
　
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
方
式
に

よ
る
個
人
戦
・
団
体
戦
（
組
み
合

わ
せ
は
主
催
者
が
決
定
し
ま
す
）

表�

彰
　
各
部
門
１
位
か
ら
３
位
ま
で

に
賞
品
・
全
員
に
参
加
賞

申�

し
込
み
　
シ
ニ
ア
は
、
９
月
５
日

㈬
か
ら
14
日
㈮
ま
で
、
一
般
は
、

９
月
５
日
㈬
か
ら
28
日
㈮
ま
で
に

登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
（
☎
�
１
１
１
６
）

対�

象
　
中
学
生
以
上
で
、
両
日
参
加

で
き
る
方

内�

容
　
小
さ
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
果

物
の
絵
を
描
き
ま
す

講�

師
　
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
・
高た

か

木ぎ

三み

千ち

子こ

さ
ん

定
員
　
５
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
エ

プ
ロ
ン
・
画
材
（
お
持
ち
の
方
の

み
）

申�
し
込
み
　
９
月
19
日
㈬
か
ら
29
日

㈯
ま
で
に
市
立
図
書
館

�
（
☎
�
４
３
２
４
）

　空手を始めてみませんか。見学・体験もできます。
▶活動日時・場所
　○水曜日　登別市青少年会館
　○木・土曜日　若草つどいセンター
※時間はいずれも18時20分～21時（祝日は休み）。
※子どもの体力に合わせて指導します（幼児は１時間程度）。
▶会費　入会金2,000円、月額2,500円から（練習回数による）
▶問い合わせ　同道場・藤

ふじ

島
しま

さん（☎090－9521－0294）

登別空手道スポーツ少年団�藤島道場　会員募集

ゆったり太極拳　生徒募集
　マイペースで太極拳を楽しみませんか。
▶活動日時・場所
　毎週木曜日13時30分～15時　総合体育館２階
※９月13日㈭・20日㈭・27日㈭は、見学・体験ができます。
▶対象　未経験者の方　
▶会費　月額2,000円
▶持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物、上靴
▶問い合わせ　ゆったり太極拳代表・田

た

村
むら

さん
� （☎080－1976－0523）

会員・生徒募集のお知らせ
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
野

山
に
お
か
れ
た
目
印
を
、
地
図
と
コ

ン
パ
ス
だ
け
を
使
っ
て
見
つ
け
る
競

技
で
す
。

　
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日�

時
　
10
月
８
日
㈪
９
時
～
12
時
30

分
※
雨
天
決
行
。

集
合
場
所
　
札
内
高
原
館
体
育
館

参
加
料
　
１
千
円
（
初
参
加
は
無
料
）

申�

し
込
み
　
10
月
３
日
㈬
ま
で
に
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
登
別
実
行
委

日
時
　
９
月
16
日
㈰
10
時
～

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容
　
ピ
ア
ノ
教
室
に
通
う
生
徒
の

演
奏
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
音
楽
協
会
・

成な
り

田た

さ
ん
（
☎
�
２
５
４
０
）

日�

時
　
10
月
31
日
㈬
ま
で
の
９
時
～

12
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

場�

所
　
老
人
趣
味
の
作
業
所
（
幌
別

町
７
丁
目
４

－
４
）

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
員
　
各
日
10
人

参
加
料
　
１
千
円
（
材
料
費
）

申�

し
込
み
　
参
加
希
望
日
の
２
日
前

ま
で
に
登
別
釜
（
☎
�
１
３
０
７
）

ま
た
は
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
☎
�
５
９
４

４
）

日�
時
　
11
月
25
日
㈰
16
時
（
15
時
30

分
開
場
）

場�

所
　
室
ガ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー
（
室

蘭
市
幸
町
６

－

23
）

対
象
　
小
学
生
以
上

内�

容
　
ボ
サ
ノ
バ
歌
手
の
小
野
リ
サ

さ
ん
に
よ
る
弾
き
語
り

入�

場
料
　
指
定
席
…
３
千
円
、
自
由

席
…
２
千
円
（
前
売
り
）
・
２
千

500
円
（
当
日
）
・
１
千
円
（
高
校

生
以
下
）

市
民

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

登
別
市
音
楽
協
会
50
周
年
記
念

第
50
回 

音
楽
発
表
会

陶
芸
体
験
教
室

西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
文
化
事
業

『
小お

野の

リ
サ
30�

th
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

ツ
ア
ー
～
旅 

そ
し
て 

ふ
る
さ
と
～
』

日
時
　
10
月
13
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
温
泉

※�

集
合
場
所
は
、
申
し
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

内�

容
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
天
然
足
湯

体
験
、
日
帰
り
入
浴
体
験

講
師
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
500
円
（
日
帰
り
入
浴
券
、

保
険
料
含
む
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
18
日
㈫
か
ら
10
月

５
日
㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１

６
）

秋
の
温
泉
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

期
間
　
平
成
31
年
３
月
ま
で

練
習
日
・
時
間

○
毎
週
火
～
金
曜
日
17
時
～
18
時

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

員
会
・
佐さ

藤と
う

さ
ん

�

（
☎
�
３
８
７
５
）

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
　
市
民
会
館
、
鷲
別

公
民
館
、
ア
ー
ニ
ス
で
販
売

※�

室
蘭
市
・
伊
達
市
で
も
販
売
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

11
月
19
日
㈪
以
降
は
、
室
ガ
ス
文

化
セ
ン
タ
ー
で
の
み
販
売
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
☎
㉒
５
０
９
４
）

○�

毎
週
土
曜
日
10
時
30
分
～
11
時
30

分
場
所
　
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

対�

象
　
平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成

24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
小
学
生

内�

容
　
初
心
者
コ
ー
ス
（
水
慣
れ
か

ら
ク
ロ
ー
ル
呼
吸
ま
で
）
と
中
級

コ
ー
ス
（
ク
ロ
ー
ル
か
ら
バ
タ
フ

ラ
イ
ま
で
）
に
分
か
れ
て
練
習

会
費
　
３
千
300
円
（
月
額
）

※
別
途
入
館
料
が
か
か
り
ま
す
。

※�

申
し
込
み
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
料
800
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く

あ
』
（
☎
�
５
５
８
８
）

求む！ドングリ！

もっと知りたい
� 『下水道』のこと2018

　カント・レラでは、体験学習用の登別産ド
ングリを集めています。
　提供していただいたドングリは、まが玉の
かけらと交換します。
▶�提供受付期間・場所　10月14日㈰までにカ
ント・レラに持参
※�虫が入っていることが多いので、拾い次第、
早めにお持ちください。
▶問い合わせ　カント・レラ（☎�２０６９）

　見えないところで私たちの暮らしを支えて
いる下水道の仕組みを分かりやすく紹介しま
す。水洗化や使用料などに関する相談窓口も
開設しますので、ぜひお越しください。
▶日時　９月29日㈯11時～15時30分
▶場所　イオン登別店１階
▶�内容　９月10日㈪の『下水道の日』にちな
んだ下水道の仕組みに関す
るビデオ上映、下水道相談
窓口、実験コーナー、登

と

夢
む

くん・えんまくんとの記念
撮影、マンホールカードの
配布（当日限定200枚）、
ミニゲームなど

問い合わせ　下水道グループ（☎�９０５２）

▲マンホールカード
（登別市版）
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祭りに出かけよう秋も

第41回
 登別漁港まつり の

ぼ
り
べ
つ

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
８

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

第
₁₁
回
登
別
縄
文
ど
き
ど
き
ま
つ
り

消
防
・
救
急

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

第９回
のぼりべつ技能祭

ライフサポート祭り
Ｉ
イ ン

Ｎかめだ

登別市民憲章制定
50周年記念

第８回シルバー
まつり2018

▶日時　９月８日㈯９時～20時30分
　　　　　　９日㈰９時～16時
▶場所　登別漁港
▶�内容　海産物即売、青空市、朝揚げ鮭
抽選即売会（８日14時～、９日10時30
分～）、花火大会（８日19時～）、豊
漁もちまき（９日15時30分～）、歌謡・
芸能ショー、ステージイベントなど
※�天候や不漁などにより、中止や変更に
なる場合があります。
※�朝揚げ鮭抽選即売会の抽選対象者は中
学生以上です。
▶�問い合わせ　同実行委員会（いぶり中
央漁業協同組合内・☎�５００１）

　公共施設や民間施設などを夜間開放し、
地域の文化をいつもと違った雰囲気で楽
しみませんか。
▶日時　９月28日㈮15時～22時
▶内容（場所）　
・�クラフト体験と夜の湿原体験（キウシ
ト湿原）
・�落語会（ともかな、ギャラリーＨ

ハ

Ａ
Ｎ
ナ

Ａ）
・笑いヨガ体験会（市民会館）
※�このほかにも、市内各所でさまざまな
イベントが開催されます。事前申し込
みが必要なものもあります
ので、詳しくはウェブサイ
ト（http://www.at-ml.jp�
/10200740）をご覧いただ
くか、問い合わせください。
▶問い合わせ　同実行委員会・藤

ふじ

井
い

さん
� （☎090－7511－0234）

▶�日時　10月６日㈯
10時～15時
▶�場所　カント・レ
ラ（登別温泉町
123－１）
※�館内でお弁当など
を飲食できます。
▶�内容　黒

こく

曜
よう

石
せき

のナ
イフづくり（10時
15分～11時）、縄
文弓矢的当て（11
時～12時）、縄文
焼き（昼ごろ）、
まが玉づくり・火
起こし体験（10時
～15時）
※�黒曜石のナイフづ
くりは、定員20人
までとなっていま
す。
▶参加料　実費
▶�問い合わせ　カン
ト・レラ（☎�２
０６９）

　消防士の仕事を体験してみませ
んか。
▶日時　９月15日㈯12時～15時
※雨天中止。
▶�場所　イオン登別店屋外駐車場
（若山町４丁目33－１）

▶�内容　消防車両の展示、ミニレ
スキュー
体験、放
水体験、
はしご車
のデモン
ストレーションなど

▶�問い合わせ　消防署警備グルー
プ（☎�２５５１）

▶日時　９月16日㈰９時～15時
▶�場所　登別地方高等職業訓練校
（青葉町42－13）
▶�内容　作品展示・即売、ものづ
くり体験、野菜販売・飲食コー
ナー、各種イベント、包丁とぎ
（１人２丁まで、午前受け付け
で先着100丁まで）など
▶�問い合わせ　登別技能協会（☎
�１７２２）、登別職業訓練協
会（☎�１４５０）

▶日時　９月17日㈪10時～14時
▶場所　亀田記念公園
▶�内容　軽トラックによる野菜などの販売
（伊達地方農家直送・12時まで）、フ
リーマーケット（当日出店可能）、子ど
も用縁日など
※�雨天の場合は、野菜販売のみとなります。
▶�問い合わせ　特定非営利活動法人ライフ
サポート・川

かわ

人
ひと

さん（☎090－2870－
8871）

▶�日時　９月23日㈰10時～14時30
分
▶�場所　労働福祉センター（千歳
町３丁目１－８）
▶�内容　作品展示、飲食コーナー、
野菜・果物販売、しいたけのカ
ップ詰め放題（有料）、包丁研
ぎ、演芸など
▶�問い合わせ　登別市シルバー人
材センター（☎�０８８０）

▲朝揚げ鮭抽選即売会

▲青空市
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のぼりん文化講座

申し込みは開催日の３日前までです。

大正琴教室
（岡

お か

田
だ

　陽
よ う

子
こ

講師）
日�時　９月10日㈪
10時～12時

内�容　初心者向け
の曲を練習しま
す

定員　５人（申し込み順）

江
え

差
さ し

追
お い

分
わ け

道場
（石

い し

橋
ば し

　涛
と う

栄
え い

講師）
日�時　９月15日㈯
14時～16時

内�容　江差追分の
歌い方を学びま
す

定�員　20人（申し込み順）

パステル画教室
（武

た け

田
だ

　秀
ひ で

章
あ き

講師）
日時　９月21日㈮10時～12時
内容　パステル画の基本や基礎を学びます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）
持ち物　手拭き、エプロン、新聞紙
※�初回の方は、講師がパステルと画用紙を用意し
ます。

囲碁教室
（保

ほ

沢
ざ わ

　宏
ひろし

講師）
日時　９月29日㈯10時～12時
対象　小学生以上
内容　対局により囲碁を学びます
定員　20人（申し込み順）

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

子ども将棋教室
（佐

さ

藤
と う

　和
か ず

義
よ し

講師）
日�時　９月30日㈰10時～12時
内�容　対局を通して将棋を楽
しみます

定員　10人（申し込み順）
※�小学生以下は保護者同伴で
す。

のぼりん展示コーナー
絵手紙サークル絵

え

綺
き

　会員作品展
（絵手紙サークル絵綺主催）
展示期間　９月７日㈮９時～15日㈯11時
※�７日㈮の11時から14時までは、絵手紙体験がで
きます。

内容　絵手紙作品を展示します
問い合わせ　同サークル・古

こ

川
がわ

さん
� （☎�１６７５）

のぼりんイベント
整
せ い

膚
ふ

ボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）
日時　９月15日㈯10時～12時
定員　10人（申し込み順）
申し込み　９月14日㈮までに同会・櫻

さくら

井
い

さん
� （☎�９１５４）

琴とお三味線の体験
（鈴

り ん

の会主催）
　子どもも大人も琴と三味線の演奏を体験する
ことができます。
日�時　９月30日㈰10時～12時
定員　５人（申し込み順）
申�し込み　９月28日㈮までに同
会・山

やま

口
ぐち

さん（☎�３４５９）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



コーザン・グリーンレース
　１・３・５・10・20㌔㍍の林道を爽快に走り抜
けるマラソンです。
日時　９月23日㈰９時～13時30分
※�同日、９時から13時までの間、地図の区間で交
通規制が行われます。
定�員　160人（申し込み
順）
※�１㌔㍍への参加は、親
子（幼児とその親）20
組限定です。
参�加料　2,500円（小学
生以下1,000円、１㌔
㍍親子１組1,200円）
申�し込み　９月６日㈭ま
でにふぉれすと鉱山

木の学校
～木の時計を作ろう～
　木を使った時計を作ります。
日時　９月11日㈫10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　７人（申し込み順）
参加料　600円
持�ち物　作業に適した服装、軍手、エプロン、昼
食など
申し込み　９月９日㈰までにふぉれすと鉱山

鉱山歴史ガイドウオーク
　鉱山で栄えた時代の面影を探しながら、ガイド
が森を案内します。
日時　９月15日㈯・16日㈰13時～14時
対象　18歳以上の方
定員　各日20人（申し込み順）
参加料　100円
持ち物　野外で活動できる服装、帽子、飲み物
申し込み　希望日の前日までにふぉれすと鉱山

鉱山大同窓会写真展
　鉱山の歴史や今までに実施した『鉱山大同窓会』
の写真・資料を展示します。
展示期間　９月15日㈯10時～17日㈪17時

はったけ収穫祭
　鉱山の農園で収穫を行い、採れたての野菜でカ
レーを作ります。
日�時　９月24日㈪10時
～13時

対�象　どなたでも（小
学生以下は保護者同
伴）

参加料　１人300円
持�ち物　野外で活動で
きる服装

申�し込み　９月23日㈰までにふぉれすと鉱山

ふるさと里山
～苗木の手入れと種集め～
　植樹した苗木の手入れを行い、森から木の種を
集めて、来年度に植える苗木の準備を行います。
日時　９月29日㈯10時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　30人（申し込み順）
参加料　１人200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子、軍手、
飲み物など

申し込み　９月28日㈮までにふぉれすと鉱山

木と森の遊び場
　館内いっぱいの木の
おもちゃで遊ぶことが
できます。
期�間　10月６日㈯～８
日㈪９時～17時30分
（８日は15時まで）

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

ふぉれすと
鉱山

胆
振
幌
別
川 至幌別

交通規制区間

250m

327

327

▲交通規制区間図
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地 域 と つ な が る

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（９月７日㈮、祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（無料）
●カナディアンカヌー●レコードプレーヤー●ジュース
ミキサー（36㌢㍍）●スピーカー●日本人形（55㌢㍍・
３体）●介護用ポータブルトイレ●餅つき器（味噌羽根
付一升用）●電子オルガン●スキー用具一式（靴27.5㌢
㍍、スキー200㌢㍍、ストック）●梅酒用ビン（大・中・
小）●レコード（クラシック）●室内用サイクルマシン
●廃木材（まきストーブ、キャンプファイヤー用）●パ
ラソル（布製２㍍・緑）●ひな飾り（七段飾り）

ゆずってください（無料に限ります）
●スキー板とストック（小学１年生の女子用）●スキー
靴（16～17㌢㍍・女子用）●スキー靴（18～19㌢㍍・女
子用）●電子ピアノ●ラジオカセット●餅つき器（味噌
羽根付一升用）●アウトドア用椅子・ベンチ●ベビー用
ベッド●ベビー用バス●ベビー用ハイローチェア●ベビ
ー用歩行器●新生児用ベビーカー●新生児用チャイルド
シート●抱っこひも●シュレッダー（Ａ４電動式）

世界を変えた本
マイケル・コリンズほか�著

　源氏物語、君主論、種の起原、一
般相対性理論、星の王子さまなど、
あらゆるジャンルから厳選し、人類
史に刻まれた名著80冊以上を解説。
内容だけではなく、デザインにも焦
点を当てながら、壮大な知の遺産を
たどる。

◇星夜航行 上・下巻� 飯
いい

嶋
じま

　和
かず

一
いち

�著
◇火影に咲く� 木

き

内
うち

　　昇
のぼり

�著
◇罪なき子� 小

こ

杉
す ぎ

　健
け ん

治
じ

�著

兵
へい

隊
たい

さんに愛
あい

されたヒョウのハチ

　日
にっ

中
ちゅう

戦
せん

争
そう

の最
さ

中
なか

、兵
へい

隊
たい

は一
いっ

頭
とう

のヒ
ョウと出

で

会
あ

います。『ハチ』と名
な

付
づ

けて世
せ

話
わ

をするうちに、心
こころ

は強
つよ

く結
むす

ばれていきますが、ハチは日
に

本
ほん

の動
どう

物
ぶつ

園
えん

に託
たく

されることに…。
　人

にん

気
き

者
もの

となったハチですが、戦
せん

争
そう

の影
えい

響
きょう

は他
ほか

の動
どう

物
ぶつ

たちにもおよび…。

祓
はらい

川
かわ

　　学
まなぶ

�著
ちょ

◇ひよこのピケキョ� ダニー・スネル�絵
え

◇クルミの森
もり

のニホンリス� 福
ふく

田
だ

　幸
ゆき

広
ひろ

�写
しゃ

真
しん

◇本
ほん

屋
や

さんのルビねこ� 野
の

中
なか

　　柊
ひいらぎ

�作
さく

不用品 市ダイヤル

豊
か
な
将
来
性
と
広
が
る
可
能
性

北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校

　
登
別
青
嶺
高
等
学
校
は
、
現
在
１
学

年
４
ク
ラ
ス
で
全
校
生
徒
450
人
が
在
籍

し
、
男
女
比
は
４
対
６
で
、
半
分
以
上

の
生
徒
が
市
内
か
ら
本
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。

　
今
春
の
卒
業
生
の
進
路
は
、
室
蘭
工

業
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
国
公
立
大
学

に
11
人
が
合
格
し
、
大
学
進
学
者
の
う

　
登
別
青
嶺
高
等
学
校
は
、
少
子
化
に
よ
る
学
級
数
の
減
少
に
よ
り
、
『
登
別
南
高
等

学
校
』
と
『
登
別
高
等
学
校
』
が
統
合
し
て
、
平
成
17
年
度
に
開
校
し
た
学
校
で
す
。

　
今
年
度
は
、
そ
の
前
身
校
で
あ
っ
た
『
登
別
南
高
等
学
校
』
の
開
校
が
昭
和
53
年
に

決
定
し
て
か
ら
40
年
。
『
登
別
高
等
学
校
』
が
室
蘭
高
等
学
校
幌
別
分
校
と
し
て
昭
和

23
年
度
に
開
校
し
て
か
ら
70
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
記
念
と
な
る
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
く
登
別
青
嶺
高

等
学
校
に
つ
い
て
、
今
号
か
ら
年
数
回
程
度
、
紹
介
し
ま
す
。

ち
、
国
公
立
大
学
の
進
学
率
が
約
50
㌫

を
占
め
ま
し
た
。

　
進
学
だ
け
で
は
な
く
、
約
40
㌫
の
生

徒
が
卒
業
後
に
就
職
し
、
そ
の
う
ち
約

90
㌫
の
生
徒
が
胆
振
管
内
で
就
職
し
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
、
多
く
の
地
元

企
業
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
（
就

業
体
験
）
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
一
番
の
要
因
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

10
月
に
は
中
学
生
な
ど
を
対
象
と

し
た
体
験
入
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　

　
北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校

�

（
☎
�
８
５
８
６
）

▲�生徒の進路の意識を高める就業体験
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

笑
い
が
い
っ
ぱ
い
町
内
レ
ク

町
内
会
で
プ
ロ
野
球
観
戦

ラ
ジ
オ
体
操
で
体
調
上
向
く

隣
接
３
町
内
会
で

手
打
ち
そ
ば
体
験
会

　
富
浜
町
内
会
は
、
老
人
憩
の
家

『
栄
楽
園
』
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
『
町
内
会
手
作
り
室
内
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
空
き
缶
を

積
み
上
げ
る
団
体
戦
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

や
飲
み
物
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
的
に
し
た
輪
投
げ
な
ど
、
手
作
り

感
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

　
富
岸
町
内
会
は
『
町
内
会
創
立
60

周
年
記
念
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
と

し
て
、
７
月
28
日
㈯
、
３
台
の
大
型

バ
ス
を
貸
し
切
り
、
札
幌
ド
ー
ム
の

プ
ロ
野
球
観
戦
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
約
120
人
は
、
普
段
テ
レ

ビ
で
は
伝
わ
ら
な
い
球
場
の
熱
気
と

迫
力
を
感
じ
な
が
ら
、
選
手
た
ち
の

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
和
会
は
、
健
康
増
進
と
世
代
間

交
流
を
行
う
た
め
、
『
早
朝
の
ラ
ジ

オ
体
操
』
を
、
６
月
15
日
㈮
か
ら
９

月
22
日
㈯
ま
で
の
期
間
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
７
月
末
頃
に
は
、
夏
休
み
に
入
っ

た
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
、
多
い

時
に
は
約
100
人
が
集
ま
り
、
朝
の
す

が
す
が
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
体

を
動
か
し
て
、
一
日
を
元
気
に
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
新
川
町
内
会
（
由ゆ

井い

武た
け

彦ひ
こ

会
長
）
・

香
風
町
会
（
渡わ

た

辺な
べ

良よ
し

郎ろ
う

会
長
）
・
プ

レ
ハ
ブ
町
内
会
（
岡お

か

田だ

敏と
し

治は
る

会
長
）

は
、
手
作
り
そ
ば
の
味
を
楽
し
も
う

と
、
７
月
22
日
㈰
、
老
人
憩
の
家

『
ね
む
の
木
の
家
』
で
『
手
打
ち
そ

ば
体
験
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
伊
達
そ
ば
同
好
会
の

会
員
か
ら
水
回
し
や
そ
ば
の
練
り
方

な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
そ
ば

打
ち
に
挑
戦
。
手
打
ち
そ
ば
の
味
は

格
別
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

富
浜
町
内
会

�

会
長
　
亀か

め

山や
ま

　
秀し

ゅ
う

一い
ち

　
　

富
岸
町
内
会

�

会
長
　
工く

藤ど
う

　
保や

す

秋あ
き

　
　

新
和
会

�

会
長
　
島し

ま

田だ

　
幸こ

う

一い
ち

　
　

新
生
北
町
内
会

�

会
長
　
合ご

う

田だ

　
和か

ず

彦ひ
こ
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人のうごき（平成30年7月末日現在）／人口48,539（－9）世帯24,939（＋21）（　）は前月比

　総合公園だて歴史の杜
もり

カルチャー
センター（伊達市松ヶ枝町34－１）
の多目的広場で、秋の味覚を楽しむ
イベントを開催します。
◎2018だて食のフェスティバル
▶�日時　９月22日㈯・23日㈰10時～
17時（23日は15時まで）

◎第６回
　だて農業・漁業・大物産まつり
▶日時　10月７日㈰10時～15時
▶�問い合わせ　特定非営利活動法人
だて観光協会

� （☎０１４２㉕２７２２）

第30回しらおいチェプ祭 秋の味覚を堪能しませんか白鳥大橋開通20周年記念
白鳥大橋ウオーク参加者募集

▶�日時　10月14日㈰９時～11時40分
（受け付けは７時～10時30分）
▶�集合場所　祝津ランプのスパイラ
ル広場内（白鳥大橋前のループ橋）
※�当日は８時から12時まで、白鳥大
橋が車両通行止めになります。
▶�参加料　1,500円（当日受け付け
で支払い、中学生以下は無料）
▶�申込方法　９月30日㈰ま
でにウェブサイトまたは
往復はがきで申し込み
▶�問い合わせ　白鳥大橋ウオーク運
営本部（観光課内・☎㉕３３２０）

　チェプ祭は、鮭を用いたアイヌ伝
統料理チェプオハウ（三平汁）・チ
マチェプ（串焼き）の販売やアイヌ
語○

マル

×
バツ

クイズ、アイヌ刺繍など、ア
イヌ文化に親しむことができるたく
さんの催しを予定しています。
　また、毎年盛況の鮭のくじ引きも
行います。ぜひご参加ください。
▶日時　９月16日㈰９時～16時
▶�場所　汐

しお

音
ね

ひろば（白老町字石山
333番地）
▶問い合わせ　同実行委員会
� （☎０１４４�７７３９）

登別市民憲章制定50周年記念

見
学
内
容

市バスで行く
市民見学会を開催します
９月26日㈬
９時30分～17時10分

婦人センターで
論語講座・展示会

登別漁港の
製氷施設見学

しんた21で地域包括支援
センターや再生可能エネ
ルギーなどの紹介

平成30年度オープン
鷲別児童館の施設見学

地域防災機能を備えた
鷲別小学校の校内見学

㈱パロマ北海道工場の
工場見学

　市内の施設を見学しながら、まちづくりなどの様子を
知っていただくため、市民の皆さんを対象にした『市民
見学会』を開催します。

集合場所 市役所１階市民ロビー、
各支所

見学施設 婦人センター、登別漁
港、しんた21、鷲別児
童館、鷲別小学校、株
式会社パロマ北海道工
場

定 員 20人（定員を超えた場
合は抽選）

持 ち 物 動きやすい服装と靴、
昼食、飲み物

申し込み ９月14日㈮までに企画
調整グループ
� （☎�６５８６）


